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平成29年度町政の基本方針と重点施策

平
成
29
年
度
町
政
の
基
本
方
針
と
重
点
施
策

１ 
健
や
か
で
生
き
が
い
に
満
ち
た
”森
の
国
＂︻
健
康・福
祉
︼

　

世
界
に
例
を
見
な
い
急
速
な
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
過
疎
地
に
お
い
て
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
存
続
そ
の
も
の
が
危
ぶ
ま
れ
る
中
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
社
会
的
弱
者
に
対
す
る
福
祉
の

充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
町
民
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
今
後
も
安
全
安
心
し
て
健
康
で
自
立
し
た

生
活
を
享
受
で
き
る
よ
う
、
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
、
並
び
に
障
害
者
福

祉
計
画
に
基
づ
き
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
切
れ
目
の
な
い
健
康
づ
く

り
事
業
や
生
活
習
慣
病
・
が
ん
予
防
・
感
染
症
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
中
央
診
療
所
を
中
心
と

す
る
地
域
医
療
の
確
保
を
は
じ
め
、
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
構
築
や
在
宅
サ
ー
ビ
ス
と
介
護
予
防
活
動

の
強
化
を
図
る
。
ま
た
、関
係
機
関
、住
民
と
の
協
働
に
よ
る
防
災
、要
配
慮
者
対
応
の
充
実
に
努
め
る
。

　

特
に
医
師
確
保
対
策
に
つ
い
て
は
、
県
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
団
体
へ
の
働
き
か
け
を
行
う
な

ど
、
引
き
続
き
医
師
不
足
解
消
に
向
け
た
取
組
み
を
継
続
す
る
。

　

ま
た
、
高
齢
化
が
進
み
、
交
通
弱
者
、
買
い
物
弱
者
が
増
え
る
中
で
、
重
要
な
交
通
手
段
で
あ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
な
ど
、
公
共
交
通
環
境
の
充
実
と
地
域
間
格
差
の
解
消
を
図
る
。

⑴　

高
齢
者
の
生
活
や
健
康
を
見
守
る
住
民
主
体
の
組
織
の
確
立

⑵　

中
央
診
療
所
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

⑶　

町
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
や
生
活
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
蓄
積
と
活
用

⑷　

町
内
外
の
医
療
機
関
・
福
祉
施
設
と
の
連
携
強
化

⑸　

交
通
弱
者
・
買
い
物
弱
者
に
対
す
る
支
援
の
強
化

⑹　

社
会
福
祉
協
議
会
に
対
す
る
指
導
・
支
援

２  

賑
わ
い
と
活
気
に
あ
ふ
れ
た
”森
の
国
＂
︻
産
業
・
雇
用
︼

　

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
は
、
経
営
規
模
が
零
細
で
労
働
生
産
性
が
低
い
う
え
に
、
過
疎
化
・

高
齢
化
の
進
行
に
よ
る
労
働
力
の
低
下
、
担
い
手
不
足
、
鳥
獣
被
害
の
増
加
や
耕
作
放
棄
に
よ
る
農
地

の
荒
廃
な
ど
、
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
農
業
分
野
で
は
、
生
産
性
、
収
益
性
の
高
い
先
進
的
な
農
業
経
営
を
導
入
す
る
産

業
施
策
と
、
農
業
農
村
の
有
す
る
多
面
的
な
機
能
の
発
揮
を
図
る
地
域
施
策
を
車
の
両
輪
と
し
、
新
た

な
特
産
作
目
の
導
入
と
農
地
開
発
団
地
の
再
生
、
町
内
や
近
隣
の
誘
致
企
業
と
の
連
携
協
定
に
よ
る
原

材
料
供
給
事
業
の
推
進
の
ほ
か
、「
森
の
国
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
」
を
柱
と
す
る
循
環
型
・
地
域
内
完
結

型
６
次
産
業
の
振
興
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
農
業
支
援
体
制
の
充
実
に
よ
り
、
農
家
所
得
の
向

上
や
農
村
社
会
の
衰
退
に
歯
止
め
を
か
け
る
取
組
み
を
推
進
す
る
。

　

林
業
に
お
い
て
は
、
森
林
整
備
計
画
を
基
本
と
し
、
成
熟
し
た
豊
富
な
森
林
資
源
の
有
効
活
用
を
目

指
し
、
付
加
価
値
の
高
い
林
業
経
営
の
あ
り
方
を
探
る
と
と
も
に
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
や
自
伐

林
家
の
育
成
、
特
用
林
産
物
の
生
産
振
興
な
ど
に
よ
り
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
図
る
。

　

商
工
観
光
分
野
に
お
い
て
は
、
中
小
企
業
の
経
営
支
援
や
創
業
支
援
に
よ
る
雇
用
の
創
出
を
図
る
と

と
も
に
、「
え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博
」
な
ど
の
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
を
生
か
し
た
観
光

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
総
合
的
な
観
光
振
興
の
た
め
に
設
立
し
た
「
株
式
会
社
ま
ち
づ
く

り
松
野
」
と
連
携
し
、
滑
床
観
光
施
設
及
び
河
川
公
園
施
設
の
体
制
づ
く
り
、
経
営
改
善
に
努
め
、
豊

富
な
観
光
資
源
と
連
動
し
た
特
徴
あ
る
観
光
商
品
の
造
成
、
広
域
的
な
観
光
交
流
施
策
を
展
開
し
、
地

域
活
性
化
、
賑
わ
い
を
創
造
す
る
。

⑴　

１
次
産
業
を
支
え
る
多
様
な
担
い
手
の
確
保

⑵　

農
地
開
発
団
地
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

⑶　

農
林
産
物
の
生
産
・
加
工
・
販
売
を
一
貫
し
て
行
う
６
次
産
業
化
の
推
進

⑷　

地
域
通
貨
の
導
入
な
ど
地
域
内
循
環
型
経
済
モ
デ
ル
の
導
入

⑸　

企
業
誘
致
・
留
置
対
策
と
創
業
支
援
対
策
の
充
実
に
よ
る
雇
用
の
創
出

⑹　

町
内
の
人
材
や
資
源
を
活
用
し
た
住
民
主
導
型
の
観
光
交
流
産
業
の
育
成
・
支
援

⑺　

町
出
資
法
人
等
の
経
営
健
全
化
と
観
光
施
設
・
農
林
業
施
設
の
適
正
管
理

⑻　

観
光
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化

３ 

安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
の
”森
の
国
＂
︻
環
境
・
防
災
︼

　

近
い
将
来
に
お
い
て
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
中
、
住

み
よ
さ
と
安
心
感
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

ま
た
、
町
民
の
豊
か
で
快
適
な
暮
ら
し
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
多
様
性
に
富
ん
だ
豊
か
な
自
然
環

境
を
守
り
育
て
る
と
と
も
に
、生
活
環
境
の
充
実
、社
会
基
盤
の
整
備
な
ど
へ
の
取
組
み
が
重
要
と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
防
災
危
機
管
理
体
制
の
充
実
や
自
主
防
災
会
の
組
織
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
住

民
や
各
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
避
難
訓
練
等
を
通
し
て
「
自
助
、
共
助
、
公
助
」
に
よ
る
地

域
の
防
災
力
向
上
、
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
る
な
ど
、
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
防
災
・
減
災
の

諸
施
策
を
推
進
す
る
。

　

生
活
環
境
に
お
い
て
は
、
急
速
に
進
行
す
る
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
に
対
応
し
た
適
切
な
維
持
管
理
と

社
会
資
本
の
計
画
的
な
事
業
推
進
を
図
る
。
特
に
、
大
規
模
自
然
災
害
発
生
へ
の
事
前
防
災
・
減
災
対
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策
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
多
様
な
住
環
境
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
住
宅
・
宅
地
の
確
保
と
リ
フ
ォ
ー
ム

制
度
の
充
実
に
努
め
る
。
ま
た
、
環
境
に
対
す
る
啓
発
活
動
や
河
川
の
水
質
保
全
、
廃
棄
物
・
リ
サ
イ

ク
ル
対
策
等
に
よ
る
循
環
型
社
会
の
形
成
な
ど
に
取
り
組
む
。

　

さ
ら
に
、
景
観
計
画
に
基
づ
き
、
奥
内
の
棚
田
な
ど
、「
森
の
国
ま
つ
の
」
の
有
す
る
豊
か
な
自
然

景
観
の
継
承
と
薫
り
高
い
歴
史
文
化
遺
産
の
保
全
・
活
用
に
努
め
る
。

⑴　

避
難
訓
練
の
実
施
や
非
常
用
設
備
の
点
検
な
ど
平
時
か
ら
の
徹
底
し
た
防
災
・
減
災
対
策

⑵　

生
活
道
路
や
用
排
水
路
の
維
持
管
理
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

⑶　

多
様
な
住
環
境
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
住
宅
・
宅
地
の
確
保
と
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の
充
実

⑷　

自
然
環
境
に
配
慮
し
た
社
会
資
本
の
整
備
促
進

⑸　

移
住
者
の
積
極
的
な
受
け
入
れ
に
よ
る
地
域
活
力
の
増
進

⑹　

景
観
を
含
め
た
歴
史
文
化
資
源
の
保
存
活
用

⑺　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
計
画
的
な
改
築
・
改
修

⑻　

簡
易
水
道
設
備
の
老
朽
化
対
策

４ 

子
ど
も
た
ち
の
夢
が
広
が
る
”森
の
国
＂
︻
教
育
・
子
育
て
︼

　

少
子
化
の
進
行
に
伴
い
地
域
の
児
童
生
徒
数
は
大
き
く
減
少
し
て
お
り
、
今
後
、
教
育
水
準
や
教
育

活
動
を
維
持
向
上
す
る
た
め
に
は
、
適
切
で
効
果
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
、元
気
に
す
く
す
く
と
育
つ
環
境
づ
く
り
は
、少
子
化
時
代
の
中
で
、町
の
未
来
づ
く
り
に
と
っ

て
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
、
生
き
ぬ
く
力
を
育
み
、
能
力
や
適
性
を
最
大
限
伸
長
さ
せ
る
た
め
に
、
自
然

に
感
謝
し
自
然
と
の
共
生
を
目
指
す
「
人
心
緑
化
」
精
神
と
人
権
尊
重
を
教
育
の
基
本
理
念
と
し
て
、「
森

の
国
ま
つ
の
」
の
豊
か
な
自
然
や
歴
史
・
文
化
資
源
、
人
材
な
ど
を
活
用
し
た
森
の
国
教
育
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、時
代
に
即
し
た
教
育
環
境
の
整
備
や
子
ど
も
た
ち
の
地
域
に
対
す
る
誇
り
や
愛
着
を
育
む
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
実
施
す
る
な
ど
、
地
域
の
優
れ
た
特
色
を
生
か
し
た
教
育
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
引
き
続
き
、
小
学

校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
関
す
る
基
本
方
針
の
検
討
、
老
朽
化
が
見
ら
れ
る
学
校
施
設
の
改
修
を
行
う
。

　

昨
年
、
12
月
に
「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
た
が
、
互
い
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
の
た
め
、
今
な
お
残
る
差
別
の
現
実
を
踏
ま
え
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
・
偏
見
を

解
消
す
る
た
め
の
広
が
り
と
深
ま
り
の
あ
る
人
権
・
同
和
教
育
を
推
進
す
る
。

　

子
育
て
施
策
の
推
進
で
は
、
子
育
て
世
帯
の
育
児
に
対
す
る
負
担
や
将
来
生
活
に
対
す
る
経
済
的
な

不
安
を
払
拭
す
る
た
め
、
医
療
費
、
給
食
費
、
保
育
料
等
の
負
担
軽
減
策
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
進

学
や
就
職
時
に
お
け
る
人
材
育
成
基
金
を
活
用
し
た
負
担
軽
減
策
の
導
入
を
図
る
。
ま
た
、
妊
娠
中
か

ら
乳
幼
児
期
、
就
学
後
の
学
校
教
育
と
切
れ
目
な
く
連
続
的
で
細
や
か
な
支
援
や
親
が
安
心
し
て
働
く

こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
行
い
、
本
町
で
産
み
、
育
て
た
い
と
願
う
若
者
の
増
加
を
図
る
。

⑴　

外
国
語
や
情
報
通
信
な
ど
特
色
と
将
来
性
の
あ
る
教
育
の
た
め
の
環
境
整
備

⑵　

子
ど
も
た
ち
の
地
域
に
対
す
る
誇
り
や
愛
着
を
育
む
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実
施

⑶　

情
報
の
受
発
信
と
世
代
間
交
流
の
拠
点
と
な
る
図
書
館
機
能
の
整
備
検
討

⑷　

新
た
な
奨
学
金
制
度
の
創
設
な
ど
き
め
細
や
か
な
子
育
て
支
援

⑸　

小
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
関
す
る
基
本
方
針
の
検
討

⑹　

学
校
施
設
の
計
画
的
な
改
築
・
改
修

⑺　

地
産
地
消
を
基
本
と
し
た
食
育
の
充
実

⑻　

広
が
り
と
深
ま
り
の
あ
る
人
権
施
策
の
展
開

⑼　

保
育
園
の
機
能
強
化
を
含
め
た
乳
幼
児
の
子
育
て
支
援
の
充
実

５ 

揺
る
ぎ
な
い
行
財
政
基
盤
の
”森
の
国
＂
︻
行
革
・
協
働
︼

　

我
が
国
は
、
景
気
の
緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
い
て
い
る
も
の
の
、
経
済
の
再
生
、
財
政
の
健
全
化
、

環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
な
ど
多
く
の
難
し
い
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

　

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
よ
る
様
々
な
行
政
課
題
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
地
方
自
ら
が
創

意
工
夫
し
、
継
続
的
で
安
定
し
た
行
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
の

構
築
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
町
の
財
政
は
、
地
方
交
付
税
や
譲
与
税
等
に
依
存
し
、
こ
の
動
向
に
大
き
く
左
右
さ
れ
や
す
い
体

質
で
あ
り
、
三
位
一
体
の
改
革
後
は
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
き
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
重
点
施
策
、
事
業
計
画
に
対
応
し
た
組
織
機
構
改
革
の
検

討
を
行
い
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ト
を
基
本
に
限
ら
れ
た
財
源
や
人
材
を
効
果
的
に
活
用
す

る
と
と
も
に
、
行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
公
共
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
取
組
み
を
推
進
す
る
ほ

か
、
今
年
度
は
新
庁
舎
建
設
に
向
け
、
機
能
整
備
や
業
務
の
効
率
化
を
考
慮
し
た
基
本
整
備
計
画
を
作

成
す
る
。

　

ま
た
、
広
報
広
聴
機
能
の
充
実
に
よ
り
行
政
情
報
を
発
信
し
、
住
民
座
談
会
な
ど
を
と
お
し
て
、
町

民
の
意
見
集
約
に
努
め
る
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
集
落
機
能
の
維
持
強
化
や
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
の

た
め
、
各
地
域
で
自
ら
が
策
定
す
る
地
域
計
画
の
実
践
と
地
域
資
源
の
活
用
を
促
す
。

　

さ
ら
に
、
町
民
の
理
解
と
信
頼
を
高
め
る
た
め
、
計
画
的
な
職
員
研
修
へ
の
参
加
に
よ
り
、
自
己
啓

発
を
強
化
す
る
な
ど
、
役
場
職
員
の
資
質
、
問
題
意
識
と
危
機
管
理
能
力
の
向
上
に
努
め
る
。

⑴　

住
民
座
談
会
の
開
催

⑵　

地
域
計
画
に
掲
げ
る
事
業
の
具
現
化
に
対
す
る
支
援
の
強
化

⑶　

職
員
研
修
の
充
実

⑷　

窓
口
機
能
の
強
化

⑸　

税
・
使
用
料
等
の
滞
納
対
策
の
強
化

⑹　

新
庁
舎
整
備
事
業
の
推
進

⑺　

新
地
方
公
会
計
制
度
へ
の
対
応

⑻　

宇
和
島
圏
域
、
予
土
圏
域
市
町
と
の
多
面
的
な
連
携
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平成29年度町政の基本方針と重点施策

平成29年度町の予算編成
　平成29年度の一般会計当初予算は、各種災害に備えた防災・減災対策の充実ほか、企業立地支援や雇用の確
保、移住・定住の促進、農林業の再生や企業との連携強化、農林業・商工業・観光交流産業が一体となった安
定的・好循環の地域産業構造の創造、子育て支援の拡充、生きがい健康福祉の充実、教育の充実と文化・スポー
ツの振興など、「第５次総合計画」、「森の国まち・ひと・しごと創生総合戦略」及び「過疎地域自立促進計画」
に掲げる事業を中心に、地方創生と町が抱える懸案事項への対処を主眼として編成した結果、前年度比1,300
万円・0.4％減の33億6,000万円としている。
　歳入の自主財源では、町税が課税所得の増による町民税の増や新築家屋等の増による固定資産税の増、税額
改正に伴う軽自動車税の増により、前年度比4.2％増の２億7,032万２千円、使用料及び手数料は、定住促進住
宅の建設に伴う町営住宅使用料の増やゴミの分別に係る指定袋の種類を追加することに伴うゴミ袋販売手数
料の増により、35.5％増の5,044万３千円、財産収入は、携帯電話等エリア整備施設貸付金の減により27.6％減
の334万８千円、寄附金は、ふるさと納税に係る寄附件数の増により666％増の805万１千円、繰入金は、財源
不足額への対応に係る財政調整基金の繰入れや、観光施設改修事業及び防災対策事業の財源を、特定目的基金
の繰入れとしたことから、前年度比362.1％増の１億7,300万１千円、諸収入は、各種イベントに係る市町振興
協会助成金の減や全国源流サミットに係る助成金の減により9.8％減の4,116万８千円、繰越金は、最終の財源
調整により前年度比106.7％増の6,200万円の計上となり、これら自主財源の総額は、前年度比１億9,300万４千
円・45％増の６億2,201万２千円で、歳入構成比は18.5％となっている。
　依存財源では、地方譲与税及び利子割交付金等の各種交付金は、前年度の決算見込額に地方財政計画の伸び
率等を反映させ、合計では前年度比930万円、8.0％減の１億740万１千円としている。
　主要財源である地方交付税は、普通交付税では、国の推計乗率等による試算の結果、地方債元利償還金の
増額に伴う公債費算入額の増により、平成28年度決算見込額に比べ2,300万円、1.5％増の15億6,800万円程度と
推計しているが、このうち当初予算では、すべての財源調整後、15億3,000万円の計上とし、3,800万円程度を
今後の補正に係る財源として保留している状況である。また、特別交付税については、前年度同額の１億2,500
万円としている。
　国庫支出金は、臨時福祉給付金等給付事業及び雪輪の滝休憩所整備事業に係る補助金の減により、前年度比
14.9％減の２億4,135万７千円、県支出金は、新規就農総合支援事業及び鳥獣被害対策事業に係る補助金の増
により、2.7％増の２億3,760万９千円となっている。
　町債のうち、過疎対策事業債は、宇和島地区広域事務組合における熱回収施設等建設事業費や雪輪の滝休憩
所整備事業費の減により、前年度比２億1,330万円の減、臨時財政対策債は、国の地方債計画の伸び率を反映
して487万６千円の増、緊急防災・減災事業債は、県の防災通信システム更新整備事業の完了により1,090万円
の減とし、町債全体では、30.8％減の４億9,662万１千円の発行を見込んでいる。
　歳出では、義務的経費のうち人件費は、退職者、新規採用者、昇級及び昇格等の調整などにより、前年度比4.3％
増の５億9,042万７千円、公債費は、平成24・25年度に整備した松野中学校建設事業で借入れた過疎対策事業
債の元金償還開始による増などにより、前年度比21.7％増の３億6,694万８千円となっている。
　普通建設事業などの投資的経費の主なものは、松丸駅前広場駐車場拡張事業、移住者住宅改修支援事業、松
野町隣保館及び森の国ふれあいセンター駐車場舗装事業、中山間地域総合整備事業、広域基幹林道整備事業、
観光施設改修事業、道路改良事業、道路舗装・橋梁修繕事業、がけ崩れ防災対策事業、定住促進住宅建設事業、
消火栓改修事業、小型動力ポンプ付積載車整備事業などで、前年度比4.6％減の５億5,509万円となっている。
　このほかの政策的経費は、重点施策に基づいてソフト事業を中心に編成しており、企業立地に対する奨励措
置等による支援、移住コーディネーターの設置や空家の実態調査をはじめとする空家再生等推進事業による移
住・定住の促進、人工透析患者等への通院交通費の一部助成による障がい者支援、地域おこし協力隊の活用や
特産作物の推進による耕作放棄地の解消と「まきステーション」の支援による農林業振興事業の強化、子育
て世帯に対する紙おむつ購入券の支給による子育て支援施策の拡充、避難訓練や避難所体験事業、備蓄物資・
防災資機材の整備、小中学校への防犯カメラ設置による防災・防犯対策の推進、松野四万十バイクレース開催
事業などによる観光ＰＲ・交流促進事業の推進、えひめ国体開催に係るデモスポ競技の実施や第50回記念町駅
伝大会の開催によるスポーツ振興など、国県補助金や過疎対策事業債のソフト事業分を有効に活用しながら実
施することとしている。
　また、特別会計６会計の当初予算規模は19億540万円で、前年度比1,750万円、0.9％の増となり、一般会計
を合わせた全会計の当初予算規模は52億6,540万円、前年度比450万円、0.1％増となっている。



5

平成29年度町政の基本方針と重点施策

一般会計　33億6,000万円 特別会計　19億540万円

歳　出

歳　入

公債費
366,948
（10.9％）

民生費

749,193

（22.3％）

衛生費　162,748（4.8％）

総務費

823,703

（24.5％）

　農林水産業費
　290,978（8.7％）

教育費
241,842
（7.2％）

消防費　36,029（1.1％）

商工費　203,672（6.1％）

議会費　39,820（1.2％）

歳　出

3,360,000

単位：千円

その他　7,005（0.2％）

土木費
438,062
（13.0％）

歳　入

3,360,000

単位：千円

地方交付税

1,655,000

（49.3％）

町　債
496,621
（14.8％）

県支出金
237,609（7.1％）

町　税
270,322
（8.0％）

国庫支出金
241,357（7.2％）

使用料及び手数料
50,443（1.5％）

繰入金
173,001（5.2％）

諸収入　41,168（1.2％）

地方譲与税　35,500（1.1％）

地方消費税交付金
63,000（1.9％）

繰越金　62,000（1.8％）

寄附金　8,051（0.2％）

分担金及び負担金　13,679（0.4％）

その他　12,249（0.3％）

全体会計の一覧

会 計 名
平成29年度
予算額

一 般 会 計
千円

3,360,000

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計 696,000

中 央 診 療 所
特 別 会 計 283,000

簡 易 水 道
特 別 会 計 86,000

住 宅 新 築 資 金 等
貸付事業特別会計 6,900

介護保険特別会計 770,000

後 期 高 齢 者 医 療
保険事業特別会計 63,500

特 別 会 計 小 計 1,905,400

一般会計・特別会計
合　　計 5,265,400

一般会計歳出〔投資的経費の主なもの〕
単位：千円

◆総務管理費 ◆商工費
防災行政無線戸別受信機設置費 130 やさしいトイレリフレッシュ事業費 3,863
松丸駅前広場駐車場拡張事業費 18,466 ぽっぽ温泉送水自動排水設備整備費 741
住 宅 リ フ ォ ー ム 補 助 金 3,000 森 の 国 ホ テ ル 外 壁 改 修 事 業 費 1,328
定 住 住 宅 建 築 奨 励 金 3,000 虹の森公園かごもり市場廃熱対策事業費 921
移住者住宅改修支援事業費補助金 4,400 虹の森公園円形水槽海水温調ユニット改修事業費 2,670
カ ー ブ ミ ラ ー 購 入 費 360 ◆道路橋梁費
街 路 灯 設 置 費 補 助 金 450 道 路 維 持 事 業 費 41,529
◆社会福祉費 道 路 新 設 改 良 事 業 費 181,511
松野町隣保館駐車場舗装事業費 3,059 県 土 木 建 設 事 業 費 負 担 金 5,922
森の国ふれあいセンター駐車場舗装事業費 5,641 ◆河川費
◆児童福祉費 が け 崩 れ 防 災 対 策 事 業 費 71,512
松 丸 保 育 園 園 庭 整 備 事 業 費 1,161 ◆住宅費
◆保健衛生費 町 営 住 宅 修 繕 事 業 費 5,000
小型合併処理浄化槽設置費補助金 3,409 定住促進住宅建設事業費（単身用１棟８戸） 97,068
新エネルギー機器等設置費補助金 1,360 公 有 財 産 購 入 費 954
◆農業費 木 造 耐 震 改 修 事 業 費 補 助 金 3,420
ト マ ト ハ ウ ス ボ イ ラ ー 購 入 費 6,655 空 家 再 生 等 推 進 事 業 費 補 助 金 1,600
西 の 川 地 区 農 道 整 備 事 業 費 4,644 ◆消防費
豊 岡 前 揚 水 ポ ン プ 改 修 事 業 費 2,420 消 火 栓 改 修 事 業 費 3,180
中山間地域総合整備事業費負担金 15,000 旧目黒消防車庫解体撤去事業費 361
た め 池 等 整 備 事 業 費 負 担 金 3,000 小型動力ポンプ購入費（豊岡前） 2,019
◆林業費 小型動力ポンプ付積載車購入費（吉野） 6,792
油 圧 シ ョ ベ ル 購 入 費 6,912 ◆社会教育費
南予産木造住宅建設促進事業補助金 2,000 史跡河後森城跡馬屋屋根改修事業費 2,682
広 域 基 幹 林 道 整 備 事 業 費 15,473 ◆保健体育費

調理用オーブン購入費（学校給食共同調理場） 4,829
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平成29年第１回　松野町議会定例会
　平成29年第１回松野町議会定例会が、３月10日に招集され、10日、13日及び28日に提出議案などが審議され
ました。主な内容は、次のとおりです。

承認
� 専決処分の報告について（工事請負契約の変更契約の締結について）
 森の国地方創生特別委員会結果報告について

議案
 定住自立圏の形成に関する協定の締結について
 松野町個人情報保護条例等の一部を改正する条例について
 松野町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
 松野町税条例等の一部を改正する条例について
 松野町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例について
 松野町包括的支援事業の実施に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例について
 松野町工事分担金徴収条例の一部を改正する条例について
 平成28年度松野町一般会計補正予算（第８号）
 平成28年度松野町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
 平成28年度松野町国民健康保険中央診療所特別会計補正予算（第２号）
 平成28年度松野町簡易水道特別会計補正予算（第２号）
 平成28年度松野町介護保険特別会計補正予算（第４号）
 平成28年度松野町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第１号）
 平成29年度松野町一般会計予算
 平成29年度松野町国民健康保険特別会計予算
 平成29年度松野町国民健康保険中央診療所特別会計予算
 平成29年度松野町簡易水道特別会計予算
 平成29年度松野町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算
 平成29年度松野町介護保険特別会計予算
 平成29年度松野町後期高齢者医療保険事業特別会計予算
 松野町総合営農指導拠点施設等の指定管理者の指定について
 松野町梅振興基金条例を廃止する条例について
 上家地団地梅栽培支援基金条例を廃止する条例について
 松野町中小企業振興資金融資条例の一部を改正する条例について
 松野町工場立地法第４条の２第２項の規定に基づく準則を定める条例の制定について
 松野町課設置条例の一部を改正する条例について
 松野町営住宅管理条例の一部を改正する条例について
 特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について
 松野町副町長の選任について
 ▼　原案どおり可決されました。

選任
 消防委員の選任について
 ▼　原案どおり可決されました。

選挙
 宇和島地区広域事務組合議会議員の選挙
 ▼　加藤康幸氏が就任されました。
　　　  愛媛県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙
 ▼　加藤康幸氏が就任されました。
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一般質問
土
居　
一
誠 

議
員

◎　

新
町
長
の
所
信
表
明
に
つ
い
て

１�　
「
着
眼
大
局
、
着
手
小
局
」
の
視
点
に
つ
い
て

　

�　

町
長
は
、「
小
さ
な
町
の
大
き
な
挑
戦
」
を
目
標
に
「
町

民
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
町
民
総
参
加
に

よ
る
町
づ
く
り
を
掲
げ
ら
れ
、
町
民
と
そ
の
実
践
を
約
束

さ
れ
、
新
町
長
の
掲
げ
る
「
森
の
国
づ
く
り
」
に
懸
け
る

基
本
理
念
の
一
つ
一
つ
が
、
何
時
ど
の
よ
う
な
形
に
な
っ

て
現
れ
て
く
る
の
か
、
全
町
民
が
大
い
に
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
だ
と
思
う
。

　

�　

事
を
成
す
に
あ
た
り
、
我
が
国
の
ト
ッ
プ
、
リ
ー
ダ
ー

と
い
わ
れ
る
先
人
た
ち
は
、
第
１
に
「
着
眼
大
局
、
着
手

小
局
」
と
い
う
考
え
を
最
重
要
課
題
だ
と
さ
れ
て
き
た
。

着
眼
大
局
と
は
広
い
視
野
で
物
事
の
要
点
や
本
質
を
見
抜

く
こ
と
で
、
着
手
小
局
と
は
細
部
に
目
を
配
り
、
目
の
前

の
重
要
な
こ
と
か
ら
具
体
的
に
手
を
つ
け
て
い
く
こ
と
で

あ
り
、
我
が
国
の
偉
大
な
先
人
た
ち
が
目
標
に
掲
げ
て
こ

ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
日
本
の
歴
史
を
支
え
た
リ
ー
ダ
ー

た
ち
は
皆
、
凜
と
し
て
い
て
、
物
事
の
本
質
を
見
極
め
、

世
の
中
の
底
を
流
れ
る
も
の
を
見
定
め
、
己
の
内
に
ぶ
れ

な
い
「
信
念
と
勇
気
」
を
、人
に
対
し
て
は
真
の
「
愛
情
」

を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
町
政
を
展
開
さ

れ
る
ス
タ
ー
ト
に
当
た
っ
て
の
心
構
え
を
伺
い
た
い
。

町
長 

答
弁

　

松
野
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
「
大
局
」
と
は
何
か
。

私
は
、
こ
の
松
野
と
い
う
地
域
社
会
が
50
年
、
１
０
０
年
先

も
存
続
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
機
能
を
失
わ
ず
、
こ

の
地
域
に
連
綿
と
伝
わ
る
自
然
や
歴
史
、
文
化
な
ど
の
資
源

が
、
次
の
世
代
に
着
実
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、そ
れ
と
同
時
に
、将
来
に
わ
た
っ

て
こ
の
地
に
住
む
人
々
が
、
こ
こ
で
生
活
す
る
幸
せ
を
実
感

し
、
地
域
の
縁
や
絆
に
感
謝
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
だ
と

信
じ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
大
局
的
な
ま
ち

づ
く
り
は
、
一
朝
一
夕
に
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

私
の
任
期
の
間
に
達
成
で
き
る
よ
う
な
簡
単
な
も
の
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。長
い
時
間
と
膨
大
な
手
間
を
か
け
な
が
ら
、時
々

の
リ
ー
ダ
ー
が
町
民
一
人
ひ
と
り
に
語
り
か
け
、
地
域
の
資

源
を
う
ま
く
活
か
し
な
が
ら
、「
住
民
が
主
役
、
地
域
が
舞

台
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
辛
抱
強
く
信
念
を
持
っ
て
や
り
続
け

て
い
っ
た
そ
の
先
に
あ
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
「
小
局
」
と
は
何
か
。
私
は
、
足
元
の
で
き
る
こ

と
か
ら
着
実
に
、
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
本
町
の
財
政
状
況
は
非
常
に
厳
し
く
、
今
後
も

国
の
動
向
次
第
で
一
気
に
悪
化
し
て
い
く
可
能
性
も
あ
り
、

求
め
ら
れ
る
施
策
す
べ
て
に
予
算
を
つ
け
て
実
行
し
て
い
く

こ
と
は
、
な
か
な
か
困
難
な
状
況
で
す
。
し
か
し
、
財
政

の
悪
化
を
恐
れ
て
何
も
着
手
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
町
民

の
負
託
に
応
え
て
い
な
い
、
ま
ち
づ
く
り
を
放
棄
し
て
い
る

こ
と
と
同
じ
で
あ
り
、
必
要
な
政
策
に
は
必
要
な
予
算
と
人

材
を
措
置
し
、
勇
気
を
も
っ
て
断
行
し
て
い
く
こ
と
と
考
え

て
い
ま
す
。
私
に
与
え
ら
れ
た
４
年
間
が
、
松
野
町
に
と
っ

て
意
義
の
あ
る
時
間
で
あ
っ
た
と
評
価
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
大
局
を
見
据
え
た
各
種
の
施
策
を
、「
選
択
と
集
中
」

を
基
本
に
し
て
優
先
順
位
を
つ
け
な
が
ら
、「
初
心
を
忘
れ

ず
、
改
革
を
恐
れ
ず
」
を
施
策
推
進
の
ス
タ
ン
ス
と
し
て
、

着
実
に
実
行
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２�

町
職
員
の
「
や
る
気
」
の
醸
成
に
つ
い
て

　

�　

人
間
一
人
で
や
る
こ
と
、
や
れ
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い

る
が
、
町
長
に
は
各
課
長
の
ほ
か
大
勢
の
優
秀
な
部
下
職

員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
職
員
の
「
や
る
気
」
を
ど

う
引
き
出
し
、
持
続
さ
せ
て
い
く
の
か
が
重
要
で
あ
る
。

「
地
方
創
生
の
成
果
」
を
ど
う
挙
げ
ら
れ
る
か
は
、
優
秀

な
部
下
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
常
に
高
め
て
い
く
こ
と
こ

そ
が
、
公
約
実
現
へ
の
道
だ
と
考
え
る
。「
全
国
に
誇
れ

る
森
の
国
」
の
実
現
に
向
け
て
、
力
強
い
第
一
歩
を
踏
み

出
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
そ
の
戦
略
を
ど
の
よ
う
に
考

え
ら
れ
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

町
長 

答
弁

　

地
方
分
権
の
一
層
の
進
展
や
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
、

多
様
化
に
よ
り
、
基
礎
自
治
体
で
あ
る
市
町
村
の
役
割
や
責

任
は
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中

で
個
々
の
職
員
に
は
、
常
に
問
題
意
識
を
も
っ
て
行
政
ニ
ー

ズ
を
掘
り
起
こ
し
、
与
え
ら
れ
た
課
題
に
冷
静
か
つ
情
熱
を

持
っ
て
対
処
す
る
能
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、

人
事
管
理
の
徹
底
に
よ
る
人
材
育
成
と
能
力
向
上
に
努
め
、

能
力
本
位
の
任
用
、
勤
務
成
績
を
反
映
し
た
給
与
、
厳
正
か

つ
公
正
な
分
限
処
分
な
ど
、
能
力
と
業
績
を
基
準
と
し
た
人

事
評
価
を
行
い
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ア
ッ
プ
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
の
具
体
策
と
し
て
、

平
成
28
年
度
か
ら
人
事
評
価
制
度
を
導
入
し
、
職
員
が
職
務

遂
行
の
目
標
を
設
定
し
た
上
で
、
そ
の
達
成
状
況
を
自
己
評

価
し
、
上
司
が
さ
ら
に
客
観
的
に
評
価
を
加
え
て
給
与
等
に

反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
組

み
と
と
も
に
、
役
場
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化

さ
せ
、
全
職
員
が
問
題
意
識
を
共
有
し
つ
つ
、
自
由
に
ま
ち

一
般
質
問
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づ
く
り
に
対
す
る
意
見
を
戦
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

職
場
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
、
全
国
に
誇
れ
る
森
の
国

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
道
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

板
尾　
喜
雄 
議
員

◎　

農
業
の
振
興
対
策
に
つ
い
て

１�　

町
の
耕
作
放
棄
地
の
現
況
は
、
農
家
の
経
営
耕
地
面
積

の
15
％
で
70�

ha
を
超
え
る
と
の
統
計
が
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
現
状
は
さ
ら
に
厳
し
く
、
周
辺
集
落
で
は
、
そ

の
大
部
分
が
放
置
さ
れ
、「
急
傾
斜
地
の
直
接
払
交
付
金
」

の
枠
を
大
幅
に
超
え
、自
費
を
投
じ
て
草
刈
を
頼
み
、「
こ

れ
以
上
は
堪
い
ま
せ
ん
、
何
と
か
し
て
く
だ
さ
い
」
と
、

悲
鳴
を
上
げ
て
お
ら
れ
る
高
齢
者
が
多
数
見
受
け
ら
れ

る
。
町
長
選
挙
の
際
、
町
内
の
隅
々
を
ま
わ
ら
れ
、
現
況

を
十
分
に
見
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
う
が
、
周
辺
集
落

の
衰
退
を
見
逃
し
て
、
街
中
の
発
展
は
な
い
と
考
え
る
。

ま
ず
、
こ
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
解
決
さ
れ
る
の
か
、
具

体
的
な
対
策
を
示
し
説
明
願
い
た
い
。

町
長 

答
弁

　

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
現
状
は
大
変
厳
し
く
、

様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

松
野
町
内
で
は
、
約
70 

ha
の
耕
作
放
棄
地
が
発
生
し
て
い

る
と
見
ら
れ
、
生
産
農
家
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
、
鳥
獣

被
害
の
増
加
な
ど
に
よ
っ
て
、
今
後
も
増
加
し
て
い
く
恐
れ

が
あ
る
と
憂
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
特
に
県
営
農
地
開

発
団
地
や
条
件
不
利
地
域
の
農
地
で
は
こ
の
傾
向
は
顕
著
で

あ
り
、
天
候
不
順
や
自
然
災
害
の
発
生
、
米
価
の
下
落
な
ど

一般質問

の
影
響
も
拍
車
を
か
け
る
形
で
、
農
家
の
生
産
意
欲
を
低
下

さ
せ
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
、こ
れ
ま
で
水
田
農
業
の
安
定
を
柱
と
し
て
、

桃
、
梅
、
柚
子
、
茶
、
栗
の
特
産
５
品
目
や
施
設
園
芸
作
目

の
生
産
拡
大
を
は
じ
め
、
総
合
的
な
農
産
物
の
生
産
振
興
を

行
い
、
担
い
手
育
成
対
策
、
有
害
鳥
獣
対
策
な
ど
、
各
種
施

策
の
推
進
に
よ
っ
て
基
幹
産
業
で
あ
る
こ
の
農
業
を
何
と
か

守
っ
て
い
こ
う
と
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
周
辺
集
落
の
農
業
を
維
持
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
施
策
は
、や
は
り
担
い
手
の
確
保
で
あ
る
と
考
え
、

地
域
の
若
者
の
就
農
支
援
と
と
も
に
、
町
外
か
ら
の
担
い
手

導
入
に
取
り
組
み
、
併
せ
て
人
口
減
少
に
も
歯
止
め
を
か
け

る
と
い
う
理
想
形
を
追
求
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
、

農
林
公
社
が
受
け
皿
と
な
っ
た
農
業
研
修
制
度
の
運
用
、
青

年
就
農
給
付
金
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
支
援
策
の
拡
充
、
農

業
分
野
で
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
一

定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

農
業
を
生
業
と
す
る
認
定
農
業
者
等
と
、
多
数
を
占
め
る
兼

業
零
細
農
家
が
、
役
割
を
分
担
し
て
連
携
協
力
し
て
農
地
を

維
持
す
る
た
め
の
支
援
策
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
若
く
て

意
欲
の
あ
る
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
手
段
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
住
宅
環
境
の
整
備
や
子
育
て
支
援
の
拡
充
な
ど
、
農
業

分
野
だ
け
で
な
く
幅
広
い
分
野
の
施
策
と
の
効
果
的
な
連
携

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
事
業
主
で
あ
る
農
家
で
も
、
他
産
業
と
同
じ

く
事
業
承
継
と
い
う
考
え
方
を
取
り
入
れ
、
農
地
所
有
者
と

就
農
希
望
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、
そ
の
農
家
の
施
設

や
農
地
を
新
た
な
担
い
手
が
借
り
受
け
、
直
接
ノ
ウ
ハ
ウ
を

学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
体
制
を
つ
く
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
地
域

農
業
を
存
続
し
て
い
く
と
い
う
取
組
も
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
」「
多
面
的
機
能
支
払
制

度
」
な
ど
の
「
日
本
型
直
接
支
払
制
度
」
は
、
地
域
の
組
織

の
自
主
的
な
取
組
に
対
し
て
交
付
金
に
よ
る
支
援
が
あ
り
、

農
地
の
維
持
に
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
う
し
た
制
度
の
み
で
は
も
う
農
地
が
守
れ
な
い
レ
ベ
ル
に

達
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

農
林
公
社
の
ア
グ
リ
レ
ス
キ
ュ
ー
を
中
心
と
し
た
支
援
事

業
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
よ
る
地
域
全
体
で
の
農
地
の
維
持

管
理
と
と
も
に
、
農
業
後
継
者
は
も
ち
ろ
ん
、
担
い
手
候
補

者
、
あ
る
い
は
農
業
応
援
者
が
自
発
的
に
関
わ
っ
て
い
け
る

仕
組
み
づ
く
り
を
行
い
、
本
格
的
に
耕
作
を
引
き
受
け
る
担

い
手
は
も
ち
ろ
ん
、
短
期
間
、
例
え
１
〜
２
年
で
あ
っ
て
も

維
持
管
理
を
引
き
受
け
て
も
ら
っ
て
農
地
の
荒
廃
を
防
ぐ
な

ど
、
所
有
者
の
負
担
を
な
る
べ
く
軽
減
し
つ
つ
、
周
辺
集
落

の
農
地
を
守
っ
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

２�　

㈱
松
野
町
農
林
公
社
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
１
９
８
８

年
、
当
時
農
林
施
策
推
進
の
花
形
で
先
駆
的
な
機
関
と
し

て
設
立
さ
れ
、
資
本
金
も
４
倍
近
い
４
５
０
０
万
円
に
増

資
し
、「
高
品
質
苗
の
提
供
」「
新
規
作
物
の
栽
培
」「
農

作
業
の
受
託
」「
新
商
品
の
開
発
」更
に
は「
研
修
ハ
ウ
ス
」

「
梅
事
業
」等
、農
業
施
策
振
興
の
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、

継
続
発
展
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
次
、
農
家
の

高
齢
化
、
後
継
者
不
足
は
深
刻
で
あ
り
、
今
ま
で
以
上
に

農
家
支
援
の
中
心
的
役
割
が
求
め
ら
れ
、
特
に
ア
グ
リ
レ

ス
キ
ュ
ー
隊
の
現
状
と
今
後
の
体
制
確
立
は
、
喫
緊
の
課

題
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
具
体
的
な
取
組
み
に
つ
い
て
説
明

願
い
た
い
。
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一般質問
町
長 

答
弁

　

ア
グ
リ
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
の
本
年
度
２
月
ま
で
の
実
績
は
、

水
稲
作
業
に
関
す
る
も
の
が
69
件
、
お
茶
の
作
業
は
49
件
、

桃
の
作
業
は
４
件
、
柚
子
の
作
業
は
15
件
、
梅
の
作
業
は
78

件
で
、
前
年
度
比
28
件
の
増
、
そ
し
て
草
刈
り
作
業
が
76
件
、

そ
の
他
の
依
頼
に
つ
い
て
は
18
件
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
他
、

有
害
鳥
獣
対
策
作
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
３
カ
年

の
平
均
値
と
比
較
す
る
と
、
傾
向
と
し
て
は
茶
作
業
、
桃
作

業
が
減
少
し
て
い
る
以
外
は
ほ
ぼ
同
じ
件
数
で
推
移
し
て
お

り
、
実
績
は
天
候
の
影
響
や
耕
作
者
数
の
変
動
等
の
外
的
要

因
も
あ
り
、
ま
た
、
繁
忙
期
に
集
中
し
た
こ
と
に
よ
り
要
望

に
応
え
ら
れ
な
か
っ
た
依
頼
も
あ
る
た
め
、
一
概
に
は
言
え

ま
せ
ん
が
、農
家
の
ア
グ
リ
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
は
依
然
と
し
て
大
き
い
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

ア
グ
リ
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
の
課
題
と
し
て
は
、
や
は
り
実

際
に
活
動
す
る
隊
員
の
組
織
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
が
、本
年
度
は
人
員
も
不
足
気
味
で
あ
っ
た
上
に
、

作
業
の
依
頼
時
期
が
集
中
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
際
に
は

レ
ス
キ
ュ
ー
隊
員
も
多
忙
な
時
期
と
重
な
る
た
め
、
サ
ー
ビ

ス
の
安
定
し
た
提
供
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
来
年
度

は
、
農
林
公
社
で
新
規
の
プ
ロ
パ
ー
職
員
の
採
用
を
予
定
し

て
い
る
ほ
か
、
新
規
隊
員
の
募
集
、
農
作
業
受
託
事
業
連
絡

協
議
会
と
の
連
携
な
ど
を
行
い
、
農
家
の
要
望
に
迅
速
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
る
安
定
し
た
推
進
体
制
づ
く
り
、
チ
ー
ム

編
成
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
ア
グ
リ
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
が
農
家
の
皆
さ
ん
の
要
望

に
応
え
て
い
け
る
よ
う
、
町
と
し
て
も
で
き
る
限
り
の
支
援
を

行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
受
託
内
容
に
よ
っ
て
は
新
た
な
機
械

や
設
備
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
必
要
性

に
つ
い
て
も
十
分
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

３�　

土
地
改
良
区
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
先
般
の
議
会
全
員

協
議
会
の
際
、「
土
地
改
良
区
運
営
支
援
基
金
」
に
関
し
、

そ
の
取
扱
い
に
関
す
る
現
理
事
の
皆
さ
ん
か
ら
、
町
長
宛

の
陳
情
書
の
写
し
の
提
示
が
あ
っ
た
が
、そ
れ
に
よ
る
と
、

平
成
22
年
に
６
６
０
万
円
の
貸
付
を
行
い
、
借
入
金
の
返

済
に
あ
て
、
そ
の
余
の
債
務
に
つ
い
て
は
、
役
員
・
債
務

者
の
懸
命
の
努
力
で
平
成
25
年
度
に
は
、
金
融
公
庫
へ
の

償
還
を
す
べ
て
完
了
し
た
と
の
こ
と
で
、
関
係
者
の
ご
努

力
に
は
、
改
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

�　

さ
て
、
こ
の
基
金
に
つ
い
て
は
、
規
則
第
２
条
に
お
い

て
、
運
営
経
費
の
金
融
機
関
へ
の
償
還
を
主
た
る
そ
の
使

途
と
明
記
し
、
地
方
自
治
法
第
２
４
０
条
で
は
債
権
の
管

理
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
誑
し
、

平
成
22
年
６
月
29
日
規
則
第
３
号
の
附
則
（
平
成
27
年
３

月
31
日
規
則
第
３
号
）
に
よ
る
措
置
に
つ
い
て
、
そ
の
是

非
を
明
確
に
説
明
願
い
た
い
。
併
せ
て
、
規
則
第
４
条
第

３
項
の
規
定
は
、
地
方
自
治
法
第
２
４
０
条
に
定
め
る
債

権
の
保
全
に
関
す
る
主
旨
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
も
説
明

願
い
た
い
。

町
長 

答
弁

　
「
土
地
改
良
区
運
営
支
援
基
金
」
に
つ
い
て
は
、
陳
情
書

に
記
載
の
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
土
地
改
良
事
業
に
係
る
貸

付
金
の
償
還
に
関
す
る
も
の
で
、
金
融
公
庫
へ
の
償
還
が
滞

り
、
債
務
不
履
行
に
陥
る
事
態
と
な
っ
た
た
め
に
、
そ
れ
を

救
済
す
る
措
置
と
し
て
、町
が
平
成
22
年
に
基
金
を
造
成
し
、

こ
の
基
金
を
財
源
と
し
て
貸
付
を
受
け
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
償
還
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
返
済
期
限
で
あ
る
平

成
27
年
３
月
に
返
済
の
目
途
が
立
た
ず
、
２
カ
年
の
延
長

を
行
っ
て
平
成
29
年
３
月
31
日
を
新
た
な
期
限
と
し
ま
し

た
が
、
そ
の
事
務
手
続
き
に
て
、
償
還
期
限
を
定
め
る
「
土

地
改
良
区
運
営
支
援
基
金
貸
付
規
則
」
を
改
正
す
れ
ば
期
間

の
延
長
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
し
た

が
、
地
方
自
治
法
第
２
４
０
条
の
規
定
に
お
い
て
「
基
金
に

属
す
る
債
権
」
に
つ
い
て
は
、
履
行
期
限
の
延
長
や
債
務
の

免
除
は
で
き
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
単
に
規
則
の
改
正
を
行

い
安
易
に
期
間
延
長
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
は
地
方
自
治
法

上
、
好
ま
し
く
な
い
状
態
で
あ
る
と
判
断
し
て
ま
す
。
こ
の

た
め
、
も
う
一
度
地
方
自
治
法
の
定
め
に
従
い
、
こ
の
借
り

入
れ
手
続
き
に
つ
い
て
は
厳
正
な
取
扱
い
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
土
地
改
良
区
で
は
、
本
来
の
役
目
で
あ
る
農
地
と

農
業
用
施
設
を
適
正
に
管
理
し
て
い
く
た
め
に
、「
日
本
型

直
接
支
払
制
度
」
の
事
務
作
業
受
託
に
よ
る
農
家
の
負
担
軽

減
、「
小
規
模
基
盤
整
備
事
業
」
に
よ
る
簡
易
な
農
地
の
維

持
管
理
作
業
の
実
施
な
ど
を
計
画
し
て
お
り
、
決
し
て
大
規

模
な
取
組
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
し
ず
つ
で
も
組
合
員
の

た
め
の
組
織
づ
く
り
、
事
業
展
開
を
進
め
て
い
け
る
よ
う
支

援
し
て
い
き
た
い
考
え
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
ま
ず
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
こ
の
「
土
地
改
良
区
運
営
支
援
基
金
」
か

ら
借
り
入
れ
て
い
る
６
６
０
万
円
の
返
済
に
つ
い
て
は
、
期

限
の
延
長
が
繰
り
返
さ
れ
、
進
展
が
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
土
地
改
良
区
組
合
員
、
ま
た
、
町
に

と
っ
て
も
最
善
の
解
決
策
を
見
出
し
た
く
、
何
と
か
道
筋
を

つ
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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森 の国だ より

第
51
回
愛
媛
県
ク
ラ
ブ
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

３
12

【ボランティアに感謝】 
　体育協会、交通安全協会等の途中審判
員をはじめボランティアスタッフにより、
無事大会運営ができ、ご協力をいただい
た皆さんに感謝いたします。
　また、会場周辺やコース沿道では交通
規制等でご迷惑をおかけしました。ご協
力ありがとうございました。

　

３
月
12
日
㈰
、「
第
51
回
愛
媛
県
ク
ラ
ブ
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
」
が
ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ

ン
タ
ー
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
県
内
各
地
の
駅
伝
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が
健
脚
を
競
う
大
会
で
、
町
で
は
平

成
17
年
以
来
の
開
催
。
コ
ー
ス
は
、
西
小
学
校
を
ス
タ
ー
ト
し
、
町
内
各
地
を
巡
る
コ
ー

ス
（
男
子
１
か
ら
３
部
は
７
区
間
42
・
１
９
５
㎞
、
同
４
部
は
７
区
間
29
㎞
、
女
子
は
５

区
間
21
㎞
）
と
な
っ
て
お
り
、
県
内
の
駅
伝
ク
ラ
ブ
の
内
、
１
６
５
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
し
た
ラ
ン
ナ
ー
は
、
沿
道
か
ら
の
声
援
を
受
け
、
汗

だ
く
に
な
り
な
が
ら
も
、
一
秒
で
も
早
く
次
の
ラ
ン
ナ
ー
に
タ
ス
キ
を
繋
ご
う
と
早
春
の

松
野
路
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

競
技
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

順位 チーム名 記　録
1 西条市陸協 02:15:44
2 西予市体協A 02:18:03
3 松山陸協A 02:22:17
4 新居浜楽走会A 02:23:16
5 松山自衛隊クラブA 02:24:19
6 今治アスリートクラブA 02:25:04

順位 チーム名 記　録
1 津島体協A 02:32:07
2 愛南体協A 02:34:46
3 内子走友会A 02:37:26
4 石井体協B 02:37:45
5 松山楽走クラブA 02:37:55
6 今治競走クラブA 02:38:07

順位 チーム名 記　録
1 今治アスリートクラブレディース 01:25:01
2 西条クラブA 01:30:16
3 吉田レディースA 01:32:31
4 内子レディース 01:33:48
5 松山ランナーズL 01:34:27
6 松山駅伝クラブ 01:34:51

順位 チーム名 記　録
1 今治クラブA 02:25:58
2 松山マスターズA 02:27:34
3 大洲体協A 02:28:01
4 八幡浜体協A 02:28:12
5 四国中央市陸協A 02:28:55
6 愛媛県庁遊走会A 02:29:46

順位 チーム名 記　録
1 宇和島ランナーズ 01:50:58
2 八幡浜体協B 01:52:17
3 津島体協B 01:52:33
4 保内体協B 01:55:28
5 東予陸上クラブA 01:57:24
6 松前体協B 01:57:33

【男子１部】

【男子３部】

【女　子】【男子２部】

【男子４部】
第₅₁回愛媛県クラブ対抗駅伝競走大会　通算記録_表彰チーム
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
卒
業
成
果
発
表
会

３
24

　

３
月
24
日
㈮
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
卒
業
成
果
発
表
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
総
務
省
の
支
援
を
受
け
、
都
市
住
民
を
受
け
入
れ
、
地

域
協
力
活
動
に
従
事
し
、
地
域
へ
の
定
住
・
定
着
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化
に

貢
献
す
る
も
の
で
、
町
で
は
、
平
成
26
年
度
に
初
め
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受
け
入

れ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
岡
本
新
也
さ
ん
、
矢
間
大
藏
さ
ん
、
福
永
真
子
さ
ん
の
３
名
に
よ
る
卒
業

成
果
発
表
会
と
な
っ
て
お
り
、
地
元
住
民
ら
約
90
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
会
で
は
、
本
町
へ
移
住
し
実
施
し
て
き
た
活
動
内
容
や
町
で
実
際
に
生
活
し
た

日
々
を
振
り
返
り
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
な
り
収
入
は
３
分
の
１
に
な
っ
た
が
、

幸
せ
は
３
倍
に
な
っ
た
。」「
責
任
あ
る
仕
事
を
任
せ
て
も
ら
い
、や
り
が
い
が
あ
っ
た
。」

な
ど
、
隊
員
そ
れ
ぞ
れ
が
実
体
験
を
踏
ま
え
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
名
が
経
験
し
た
自
然
を
大
い
に
満
喫
し
、
そ
し
て
常
に
人
の
温
か
さ
に
触
れ
る
こ

と
の
で
き
る
松
野
町
で
の
生
活
は
、
都
会
に
は
な
い
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

今
後
も
３
名
は
町
内
に
定
住
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
か
っ
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

松
丸
地
区
公
民
館
　
三
世
代
交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

３
19

　

３
月
19
日
㈰
、
森
の
国
ド
ー
ム
で
三
世
代
交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
は
、
松
丸
地
区
の
各
分
館
か
ら
小
学
生
、
一
般
、
高
齢
者
の
３
世
代
で
チ
ー

ム
を
編
成
し
、
世
代
を
超
え
て
交
流
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

今
年
の
参
加
チ
ー
ム
数
は
、
７
チ
ー
ム
。
子
ど
も
た
ち
は
監
督
の
指
導
を
受
け
た
り
、

お
互
い
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
合
っ
た
り
し
な
が
ら
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。
ま
た
、
高
齢
者
や
一

般
の
選
手
が
、
子
ど
も
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
な
ど
、
各
チ
ー
ム
が
絆
を
深
め
、
交
流
を

図
り
な
が
ら
試
合
は
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

優
勝
は
、
抜
群
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
見
せ
た
延
野
々
チ
ー
ム
。
松
丸
地
区
公
民
館
長
か

ら
入
賞
チ
ー
ム
に
豪
華
賞
品
が
贈
呈
さ
れ
、
ま
た
、
参
加
者
全
員
に
も
参
加
賞
が
贈
ら
れ

る
な
ど
、
盛
会
の
内
に
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

▶
優
勝
し
た
「
延
野
々
チ
ー
ム
」
記
念
撮
影

▶
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

▲岡本　新也さん▲福永　真子さん

▲卒業成果発表会の様子（発表者：矢間　大藏さん）
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第
28
回
ま
つ
の
桃
源
郷
マ
ラ
ソ
ン
大
会　
部
門
別
記
録
表

３
㎞
中
学
生
男
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第
28
回
桃
源
郷
マ
ラ
ソ
ン
大
会

４
２

　

４
月
２
日
㈰
、「
第
28
回
ま
つ
の
桃
源
郷
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
毎
年
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ

た
大
勢
の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
全
国
各
地
か
ら
総
勢
約
２
，
０
０
０
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
参
加
し
た
選
手
た
ち
は
、
３
㎞
・

10
㎞
・
ハ
ー
フ
（
21
・
０
９
７
５
㎞
）
の
３
コ
ー
ス
17
部
門
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
部
門
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
鬼
城
太
鼓
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
力
強
い
演
奏
や
、
町
内
在
住
の
稲い
な

田だ

淳じ
ゅ
ん

さ
ん
、

大ひ
ろ

翔と

さ
ん
、
美み

優ゆ

さ
ん
、
夕ゆ
う

妃ひ

さ
ん
ご
家
族
が
選
手
宣
誓
を
行
い
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

今
年
は
例
年
に
比
べ
気
温
が
低
く
、
桃
や
山
桜
は
満
開
と
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
参
加
者
は
自

然
を
大
い
に
満
喫
す
る
こ
と
の
で
き
る
松
野
路
を
力
強
く
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
各
部
門
上
位
6
位
ま
で
の
表
彰
の
ほ
か
、
坂
本
町
長
と
同
じ
誕
生
日
の
方
や
、
今
年

開
催
さ
れ
る
愛え

顔が
お

つ
な
ぐ
愛
媛
国
体
に
お
い
て
町
で
開
催
さ
れ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ

近
代
三
種
（
8
月
20
日
）
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
（
10
月
8
日
）
の
開
催
日
に
誕
生
日
を
迎
え
る
方
々
に
、

特
別
賞
と
し
て
町
の
特
産
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
恒
例
の
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」
で
は
、
事
前
抽
選
と

閉
会
式
後
の
大
抽
選
会
の
2
段
階
で
実
施
さ
れ
、
協
賛
各
社
、
各
団
体
提
供
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
大
勢
の

参
加
者
に
贈
ら
れ
る
な
ど
、
終
始
賑
わ
い
を
み
せ
、
大
会
は
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
感
謝
】

　

今
回
も
体
育
協
会
、
交
通
安
全
協
会
、
町
内
小
中
学
校
教
職
員
等
の
途
中
審
判
員
を
は
じ
め
、
生
活

改
善
協
議
会
や
フ
レ
ン
ド
ま
つ
の
、
商
工
会
青
年
部
、
山
城
の
会
等
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
森
の
国
の
Ｐ
Ｒ
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
よ
り
無
事
大
会
運
営
が
で
き
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
会
場
周
辺
や
コ
ー
ス
沿
道
で
は
交
通
規
制
等
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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宮
地　

敏
行 

1
：
23
：
25

３
位　

武
林　

秀
幸 

1
：
24
：
19

４
位　

益
田　

五
郎 

1
：
24
：
57

５
位　

梅
村　

裕
治 

1
：
26
：
02

６
位　

河
内　

勇
人 

1
：
26
：
47

ハ
ー
フ
男
子
₅₅
歳
以
上
の
部

１
位　

高
岡　

正
直 

1
：
27
：
14

２
位　

武
田　

元
介 

1
：
29
：
01

３
位　

酒
井　

平
雄 

1
：
30
：
50

４
位　

高
須
賀
克
彦 

1
：
31
：
43

５
位　

菊
池　

勝
義 

1
：
32
：
42

６
位　

戸
田　

昭
彦 

1
：
32
：
54

ハ
ー
フ
女
子
₃₉
歳
以
下
の
部

１
位　

合
田　

睦
美 

1
：
28
：
18

２
位　

二
宮　

歩
美 

1
：
32
：
49

３
位　

和
田　
　

梓 

1
：
36
：
24

４
位　

宇
都
宮
美
香 

1
：
40
：
30

５
位　

岩
佐　

千
恵 

1
：
46
：
22

６
位　

善
家　

光
代 

1
：
47
：
20

ハ
ー
フ
女
子
₄₀
歳
以
上
の
部

１
位　

門
口　

好
美 

1
：
26
：
11

２
位　

高
橋　

美
穂 

1
：
34
：
40

３
位　

相
原　

直
美 

1
：
35
：
40

４
位　

冨
永
る
り
子 

1
：
39
：
04

５
位　

重
松
由
紀
枝 

1
：
44
：
09

６
位　

谷
口　

泰
代 

1
：
47
：
39
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の掲示板ま ち

　

今
年
度
よ
り
松
野
診
療
所
に
赴
任
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
渡
部
洋
輔
と
申
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
西
予
市
・
八
幡
浜
市
・
南
宇
和
郡
愛

南
町
・
宇
和
島
市
の
主
に
中
核
病
院
で
勤
務
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

診
療
所
で
の
勤
務
は
今
回
が
初
め
て
で
あ
り
、
御

迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
も
多
々
あ
る
と
は
思
い
ま

す
が
、
松
野
町
の
医
療
・
福
祉
の
た
め
に
少
し
で
も

尽
力
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
と
健
康
に
つ
い
て
の
知
識
・
心
掛

け
な
ど
を
共
有
し
て
い
け
る
よ
う
な
関
係
づ
く
り
を

目
指
し
、
そ
の
始
点
と
し
て
診
療
所
が
役
立
っ
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

中
央
診
療
所渡

部 

洋
輔
　
所
長

　この度、総務課総
務管理グループに配
属となりました。生ま
れ育った松野町で勤務
できること、大変嬉し
く思っております。社
会人として至らない点
もあると思いますが、
日々精進して参ります
ので、どうぞよろしく
お願いいたします。

　この春から保健福
祉課で保健師として
勤務することになり
ました。地元である
松野町に帰ってくる
ことができ、大変嬉
しく思っています。
住民の皆様のお力に
なれるよう頑張りま
す。

　松丸保育園の樋口
季菜里です。ゆった
りとした松野町で働
けることを嬉しく思い
ます。自然豊かな松
野町で子ども達と一
緒に毎日楽しくのび
のびと体を動かして
過ごしていけたらと
思います。どうぞよ
ろしくお願いします。

　この度４月から新
規採用となりました、
下田洸祐です。建設
環境課に配属となり
ました。町民の方々
が豊かな生活が送れ
るよう、業務に尽力
していきたいと思い
ます。町民の皆様、
これからよろしくお
願いいたします。

　出身は滋賀県です。
京都で学生生活を送
り、大阪で３年間営
業と事務職を経験し、
地域おこし協力隊と
して１年と６ヶ月前
に松野町にやってき
ました。引き続き「地
域をおこす」気持ち
を忘れず、職務に取
り組んで参ります。

総務課
山本　綾音 さん

保健福祉課
金谷　里沙 さん

松丸保育園
樋口　季菜里 さん

建設環境課
下田　洸祐 さん

町民課
福永　真子 さん

　

こ
の
度
、
町
議
会
の
同
意
を
い
た
だ
き
、
本
年
４
月

１
日
付
け
で
副
町
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
須
山
定
保

で
す
。

　

規
模
は
小
さ
い
な
が
ら
も
、
多
様
な
自
然
や
豊
か
な

歴
史
・
文
化
に
恵
ま
れ
た
松
野
町
で
働
く
機
会
を
与
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す

と
と
も
に
、
そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
坂
本
浩
町
長
の

も
と
、
職
員
と
協
力
し
て
、
全
力
で
職
務
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

須
山
定
保
副
町
長
就
任
あ
い
さ
つ

松
野
町
に
新
し
い
風
！

新
任
職
員
紹
介
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　地域おこし協力隊とは、総務省の支援を受け、都市住民を受け入れ、地域協力活動に従事して
もらい、地域への定住・定着を図りながら、地域の活性化に貢献するものです。
　今年も新たに松野町地域おこし協力隊員が２名加わりました。町内で様々な活動を行っていき
ますので、皆様方のご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。

新たに松野町地域おこし協力隊員２名に委任状交付 地
域
お
こ
し
協
力
隊
紹
介

松
野
中
学
校

松 野 南 小 学 校

松 野 東 小 学 校

松
野
西
小
学
校

❶松本　恵一教頭先生
　教員人生スタートの松野中学校に24年ぶりに帰って
きました。松野の子どもたちの成長に尽力します。よ
ろしくお願いします。

❷加藤　達也先生
　いろいろな学校を経験してきましたが、とうとう故
郷である松野中学校に勤務する日がきました。松野の
ために全力を尽くします。

❸三好　秀二校長先生
　６年ぶり３度目の松野西小学校です。地元松野町で
勤務できることに感謝しながら精一杯努めます。よろ
しくお願いいたします。
❹谷本　純市先生
　28年ぶりの松野西小学校での勤務です。子どもたち
が安全で安心して過ごすことのできる学校にしていき
たいと思います。よろしくお願いいたします。
❺山崎　麻衣子先生
　母校の松野西小学校に帰ってきました。小学校勤務
は初めてですが、子どもたちとしっかり目を合わせて
頑張ります。
❻田中　智代先生
　初めての松野町にワクワクしています。子どもたち
との関わりを大切にしながら楽しく過ごしたいと思い
ます。よろしくお願いいたします。

❼山下　陽子先生
　非常勤講師としてお世話になることになりました。大切な
１年間を、かわいい６名の子どもたちと楽しく元気にがんば
りたいと思います。よろしくお願いします。

❽大塚　淳子先生
　宇和島市から通勤しています。松野町勤務は初めてですが、
地域の方々がとても温かくて嬉しく思っています。よろしく
お願いします。

岸本　有希さん 兵頭　耕平さん

❷❶

❻

❽

❺

❼

❸❹

　私は生まれも育ちも神
戸です。
　昨年訪れた際にたくさ
んの「松野のやさしさ」に
触れ、協力隊になろうと
決めました。
　松野町を知る所からの
スタートですが、何事も楽
しみたいと思います。よろ
しくお願いいたします。

　はじめまして、この度、松
野町地域おこし協力隊として
活動することとなりました。
　神奈川生まれ松山育ち　
兵頭耕平です。家は上家地の
須山にあります。
　現在協力隊として活動する
清野栄太郎君とは高校の同
級生になります。
　これから松野町のよさをた
くさんの人に知ってもらいた
いと思ってます。頑張ります！

教
職
員
の
紹
介
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ま
ち
の
投
句
箱

補
聴
器
を
通
し
初
音
を
聞
い
て
を
り 

赤
松　
　

午
子

杖
の
身
に
届
け
て
く
れ
し
初
蕨 

稲
谷　

キ
ミ
子

初
桜
制
服
の
子
の
大
人
び
て 

上
田　

美
智
子

陽
の
あ
た
る
方
へ
方
へ
と
黄
水
仙 

岡
本　
　

三
葉

綿
虫
の
丸
ま
っ
て
飛
ぶ
日
向
ぼ
こ 

竹
内　

サ
ダ
子

吉
野
句
会
　
三
月
例
会
句
会　
於　
吉
野
生
公
民
館

葛
句
会
　
三
月
例
会
句
会　
於　
町
民
セ
ン
タ
ー

春
の
岸
ご
神
木
め
く
右
木
群
れ 

伊
井　

は
じ
め

散
ら
が
す
も
ま
た
美
し
く
雛
飾
る 

伊
藤　
　

富
子

紅
梅
や
上
人
像
の
膝
近
く 

岡
本　
　

京
子

福
寿
草
家
族
の
様
に
か
た
ま
り
て 

金
谷　
　

恵
子

景
観
を
祝
ぎ
て
棚
田
の
春
祭 

金
谷　
　

重
子

啓
蟄
や
猫
の
目
狙
ひ
さ
だ
め
を
り 

金
谷　
　

文
惠

犬
の
字
の
点
は
耳
な
り
春
う
ら
ら 

谷　
　

き
よ
し

も
の
の
芽
に
心
解
か
る
る
野
道
か
な 

布　
　
　

康
江

天
も
地
も
吹
っ
飛
び
そ
う
な
春
嵐 

ひ
の　

た
い
ら

初
め
て
の
ネ
ク
タ
イ
選
ぶ
新
社
員 

山
下　

ス
ミ
子

　

３
月
14
日
㈫
、
松
丸
在

住
の
伊
藤
祐
久
さ
ん
か
ら

車
載
用
放
送
設
備
一
式
が

寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
後
公
用
車

へ
の
車
載
に
よ
る
広
報
活

動
や
各
種
行
事
用
音
響
設

備
と
し
て
の
活
用
等
、
有

効
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

３
月
24
日
㈮
、
前
中
央
診
療
所
所
長
越
智
麻
理
絵
先

生
か
ら
、
自
動
血
圧
計
一
式
が
寄
附
さ
れ
、
中
央
診
療

所
待
合
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
管
理
に
有
効
に
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

車
載
用
放
送
設
備
一
式
　
寄
附

自
動
血
圧
計
一
式
　
寄
附

　

松
野
東
小
学
校
６
年
生
の
東
晴
七
さ
ん
が
、
え
ひ
め

愛
顔
の
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
第
２
期
生
と
し
て
認
定

さ
れ
、
平
成
29
年
３
月
11
日
㈯
に
県
武
道
館
で
開
催
さ

れ
た
認
定
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

え
ひ
め
愛
顔
の
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
と
は
、ス
ポ
ー

ツ
の
潜
在
的
な
才
能
を
有
す
る
県
内
の
小
中
学
生
の
中

か
ら
、
将
来
国
際
大
会
等
で
活
躍
す
る
選
手
の
輩
出
や
、

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
と
な
り
得
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
県
教
育
委
員
会
が
選
考
を
行
い
認
定

す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
、
東
さ
ん
は
町
か
ら
初
め
て
の
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス

リ
ー
ト
生
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
東
さ
ん
は
今
後
、

身
体
能
力
や
知
的
能
力
を
高
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
、

ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
の
可
能
性
を
広
げ
て
い
く
こ
と
と

な
り
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
に

東
晴
七
さ
ん
認
定
！

優
秀

《
虹
の
森
公
園
》

う
ら
ら
か
や
石
の
大
魚
の
背
を
な
で
る

伊
予
市　
　

重
藤
坊
太
郎

花
の
夜
生
ま
れ
変
は
り
の
村
に
着
く

宇
和
島
市　
　

今
城　
　

城

佳
作

《
虹
の
森
公
園
》

桃
源
郷
松
野
の
里
や
桃
咲
け
る

西
予
市　
　

窪
内　

貞
丸

句
碑
か
こ
む
固
き
蕾
の
さ
く
ら
か
な

大
洲
市　
　

山
内　

清
子

《
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
句
箱
》

花
篝
そ
こ
に
留
ま
る
灯
り
か
な

高
知
県　
　

野
中　

泰
風

俳
句
の
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句　
三
月
投
句
分

▶
認
定
証
を
手
に
取
り
記
念
撮
影
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お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

吉
　
野
　
金
谷
カ
ズ
ヱ
　 

105
歳

蕨
　
生
　
竹
内
　
鶴
子
　 

79
歳

蕨
　
生
　
大
野
　
計
惠
　 

83
歳

蕨
　
生
　
田
中
タ
メ
子
　 

84
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

世帯数　2,078世帯（前月比38世帯）

総人口　4,165人 （前月比42人）
男1,961人　女2,204人

【３月中の移動】
　　○出　生　３人　○死　亡　５人
　　○転　入　70人　○転　出　26人

平成29年３月31日現在
※外国人を含みます。

町 の 人 口

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

大
野
　
正
太
　
　
松
野
町

赤
松
　
　
晋
　
　
松
野
町

金
谷
　
一
良
　
　
松
野
町

上
野
　
禮
子
　
　
松
野
町

佐
々
木
圭
輔
　
　
松
野
町

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す（

敬
称
略
）

（
住
所
）　（
保
護
者
）    

（
出
生
児
）（
性
別
）

蕨
　
生
　
山
本
　
浩
一
　
　
陽ひ
な
た太

　
男

　
　
　
　
　
　
　
紗
代

奥
野
川
　
松
岡
　
進
之
介
　
紅く
れ
は陽

　
男

　
　
　
　
　
　
　
梨
佐

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

防災コーナー

「避難準備・高齢者等避難開始」について
　平成28年８月に発生した台風第10号では、水害により死者・行方不明者27人が発生するなど、東北・北海
道の各地で甚大な被害をもたらしました。
　本水害では、高齢者施設で適切な避難行動がとられなかったことから、高齢者等が避難を開始する段階で
あるということを明確にするために「避難準備情報」から「避難準備・高齢者等避難開始」に名称変更され
ました。

必ずしも、この順番で発令されるとは限らないので、ご注意ください。
また、これらの情報が発令されていなくても、身の危険を感じる場合は避難を開始してください。
もしものときに備えて、日頃から考えておきましよう。
例１： 大雨等により、避難場所までの移動が危険と思われる場合は、近くのより安全と思われる建物（最上

階が浸水しない建物、川沿いでない建物等）に移動しましょう。
例２： 外出すら危険と思われる場合は、建物内のより安全と思われる部屋（上層階の部屋、山からできるだ

け 離れた部屋）に移動しましょう。

避難勧告や避難指示（緊急）を発令
することが予想される場合

□ 避難に時間を要する人（高齢者、
障がいのある人、乳幼児等）とそ
の支援者は避難を開始しましょう。

□ その他の人は、避難の準備を整え
ましょう。

災害による被害が予想され、人的被
害が発生する可能性が高まった場合

□ 速やかに避難場所へ避難をしま
しょう。

□ 外出することでかえって命に危険
が及ぶような状況では、近くの安
全な場所への避難や、自宅内のよ
り安全な場所に避難をしましょう。

災害に発生するなど状況がさらに悪化し、
人的被害の危険性が非常に高まった場合

□ まだ避難していない人は、緊急に
避難場所へ避難しましょう。

□ 外出することでかえって命に危険
が及ぶような状況では、近くの安
全な場所への避難や、自宅内のよ
り安全な場所に避難をしましょう。

避難準備・
高齢者等避難開始 避難勧告 避難指示

（緊急）

避難指示 避難指示（緊急）

避難勧告 避難勧告

避難準備情報 避難準備・高齢者等避難開始

変更前 変更後
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松野町 類似団体平均 全国町平均

Ｈ25.４.１

Ｈ26.４.１

Ｈ27.４.１

Ｈ28.４.１

93.893.8
94.494.4

93.193.1

92.092.0

95.695.6
94.894.8 9595

95.395.3
95.895.896.396.3

95.495.495.695.6

区　分 住民基本台帳人口
（平成28年1月１日）

歳出額
　　　Ａ 実質収支 人件費

　　　Ｂ
人件費率
　　Ｂ／Ａ

　（参考）
26年度の人件費率

年　度
27

　　　　　　　人
4,224

　　　千円
3,200,141

　　　千円
121,537

　　　千円
519,350

　　　％
16.2

　　　　　　％
18.9

１　総　括
　⑴　人件費の状況（普通会計決算）

区　分 職員数
　　　Ａ

給　　　与　　　費 一人当たり給与費
Ｂ／Ａ

（参考）類似団体平均
１人当たり給与費給　料 職員手当 期末勤勉手当 　　計　　Ｂ

年　度
27

　　人
62

　　　千円
208,607

　　　千円
23,245

　　　千円
84,007

　　　千円
315,859

　　　千円
5,094

　　　千円
5,459

　⑵　職員給与費の状況（普通会計決算）

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。
　　　２　職員数は、平成27年４月１日現在の人数です。

　⑶　ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）
（注）１　 ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100と

した場合の地方公務員の給与水準を示す指数である。

　　２　 類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似してい
る団体のラスパイレス指数を単純平均したものである。

　　３　 平成25年は、国家公務員の時限的な（2年間）給与改定・
臨時特例法による給与削減措置がないとした場合の値
である。

※ 28年４月１日のラスパイレス指数が、３年前に比べ１ポイン
ト以上上昇理由
　・26年４月１日条例改正により６級制導入
　・採用退職に伴う職員構成の変動

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
松　野　町 40.0　歳 　295,400　円 　344,607　円
愛　媛　県 44.7　歳 　340,457　円 　433,564　円
国 43.6　歳 331,816　円 410,984　円

類似団体 43.2　歳 　330,689　円 　372,775　円

２　職員の平均給与月額、初任給等の状況
　⑴　職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成28年４月１日現在）
　一般行政職

　⑵　職員の初任給の状況（平成28年４月１日現在）
区　　分 松野町 愛媛県 国

一般行政職
大 学 卒 177,318　円 180,730　円 176,700　円
高 校 卒 145,106　円 147,313　円 144,600　円

区　　分 経験年数10年以上15年未満 経験年数15年以上～20年未満 経験年数20年以上～25年未満

一般行政職
大 学 卒 261,500　円 310,600　円 346,000　円
高 校 卒 　― 　― 310,000　円

　⑶　職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成28年４月１日現在）

　⑷　給与制度の総合的見直しの実施について

　【概要】国の給与制度の総合的見直しにおいては、棒給表の水準の平均2％の引下げ等に取り組むとされている。

　　・給料表の見直し〔実施〕
　　　　給料表の改定実施時期　平成28年４月１日（平成28年人勧）

　⑸　特記事項　　なし

平成28年度　松野町の給与・定員管理等について
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１年前の構成比

平成28年の構成比
１級

２級

３級

４級

５級

６級
0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

22.0 

26.4 

10.0 

7.5 

26.0 

26.4 

20.0 

1.9 

18.0 

18.9 18.9

4.0

３　一般行政職の級別職員数等の状況
　⑴　一般行政職の級別職員数の状況（平成28年４月１日現在）
区　分 標準的な職務内容 職　員　数 構　成　比 １号給の給与月額 最高号給の給料月額
１　級 主 事 補・主 事 14人 26.4％ 142,138円 247,537円 
２　級 主 査 4人 7.5％ 192,428円 304,552円 
３　級 主 任 14人 26.4％ 228,766円 350,526円 
４　級 上 級 専 門 員 1人 1.9％ 262,092円 381,644円 
５　級 主 幹 ・ 班 長 10人 18.9％ 288,190円 393,690円 
６　級 課 長 ・ 主 幹 10人 18.9％ 318,907円 410,955円 

（注）１　松野町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　２ 　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

　⑵　昇給への勤務成績の反映状況

　○　勤勉手当への勤務成績の反映状況

４　職員の手当の状況
　⑴　期末手当・勤勉手当

松　野　町 愛　媛　県 国
１人当たり平均支給額（平成27年度）
　　　　　　　　　　　  　1,385千円

１人当たり平均支給額（平成27年度）
　　　　　　　　　　　  　1,581千円 －

（平成27年度支給割合）
　　　　　期末手当　　　勤勉手当
　　　　　2.6月分　　　    1.60月分
　　　　　（1.45月分）　　  （0.70月分）

（平成27年度支給割合）
　　　　　期末手当　　　勤勉手当
　　　　　2.6月分　　　    1.60月分
　　　　　（1.45月分）　　  （0.75月分）

（平成27年度支給割合）
　　　　　期末手当　　　勤勉手当
　　　　　2.6月分　　　    1.60月分
　　　　　（1.45月分）　　  （0.70月分）

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算　５～15％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算　　５～20％
・管理職加算　15～25％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算　　５～20％
・管理職加算　10～25％

（注）（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

　⑵　退職手当（平成28年４月１日現在）
松　野　町 国

（支給率）        　自己都合　　　勧奨・定年
勤続20年　　　20.445  月分　　25.55625　月分
勤続25年　　　29.145  月分　　34.5825　　月分
勤続35年　　　41.325  月分　　49.59　月分
最高限度額　　49.59   月分　　49.59　月分
その他の加算措置
　定年前早期退職特別措置２～20％加算

（支給率）        　自己都合　　　勧奨・定年
勤続20年　　　20.445  月分　　25.55625　月分
勤続25年　　　29.145  月分　　34.5825　　月分
勤続35年　　　41.325  月分　　49.59　月分
最高限度額　　49.59   月分　　49.59　月分
その他の加算措置
　定年前早期退職特別措置２～45％加算

　⑶　地域手当　　　　該当ありません

平成28年４月２日から平成29年４月１日
までにおける運用

松野町 国
管理職員 一般職員 管理職員 一般職員

イ　人事評価を実施した ○ ○ ○ ○
標準に加え、上位及び下位の成績率も適用 ○ ○
標準に加え、上位の成績率も適用
標準に加え、下位の成績率も適用
標準の成績率のみ適用

ロ　人事評価を実施していない

平成28年度中における運用 松野町 国
管理職員 一般職員 管理職員 一般職員

イ　人事評価を実施した ○ ○ ○ ○
標準に加え、上位及び下位の成績率も適用 ○ ○
標準に加え、上位の成績率も適用
標準に加え、下位の成績率も適用
標準の成績率のみ適用

ロ　人事評価を実施していない

平成28年度　松野町の給与・定員管理等について

※ 反映については、平成
29年度より実施予定。

※ 反映については、平成
29年度より実施予定。
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５　特別職の報酬等の状況（平成28年４月１日現在）
区　分 支　給　額　等 備考（類似団体における最高額／最低額）

給料 町 長 675,000　円／月 （669,000円／443,000円）

報酬
議 長
副 議 長
議 員

213,000　円／月
178,000　円／月
163,000　円／月

（316,000円／176,000円）
（255,000円／122,400円）
（233,000円／103,000円）

期末手当
町 長
議 長
副 議 長
議 員

（平成27年度支給割合）
3.0　月分

退職手当 町 長 （算定方式）　　　　　　　　　　　 （1期の手当額）　　　　　  　（支給時期）
１カ月につき100分の46　　　　　　14,904,000円　　　　　　　　退職の翌月

　⑸　時間外勤務手当
支給実績　　　　　　  　　　（平成27年度決算） 10,652　千円
職員１人当たり平均支給年額（平成27年度決算） 190　千円
支給実績　　　　　  　　　　（平成26年度決算） 14,305　千円
職員１人当たり平均支給年額（平成26年度決算） 255　千円

　⑹　その他の手当（平成28年４月１日現在）

手当名 内容及び支給単価
国の制
度との
異同

国の制度と
異なる内容

支給実績
（平成27年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給年額

（平成27年度決算）

扶養手当

・配偶者： 13,000円
・配偶者以外の扶養親族：   6,500円
・配偶者がいない場合扶養親族のうち1人：

11,000円
・扶養親族である子のうち特定期間にある子：
 1人につき5,000円加算

同 7,067　千円 150,361　円

住居手当

・借家、間借居住者    
　　家賃　23,000円以下：
　　　月額から　12,000円を控除した額
　　家賃　23,000円超：
　　　 月額から23,000円を控除した額の２分の１

（控除した額の２分の１が16,000円を超える
ときは16,000円）を11,000円に加算した額

同 1,962　千円 150,923　円

通勤手当

・交通機関利用者で、片道２㎞以上
　全額支給限度額：　　　　　  55,000円
　２分の１加算限度額：　　　  20,000円
・自動車等利用者　／　一般の場合
  ２～５㎞：　2,000円　５～10㎞： 　4,200円
  10～15㎞： 　7,100円　15～20㎞：10,000円
  20～25㎞：12,900円　25～30㎞：15,800円
  30～35㎞：18,700円　35～40㎞：21,600円
  40～45㎞：24,400円　45～50㎞：26,200円
  50～55㎞：28,000円　55～60㎞：29,800円
  60㎞以上：31,600円

同 1,176　千円 30,154　円

管理職手当

・課長級： 42,700円
・班長級： 31,300円
・診療所長： 給料月額の14%
・診療所副所長： 給料月額の11%
・看護師長： 給料月額の９%

異
組織が異な
り比較でき
ない

8,368　千円 348,666　円

管理職特別
勤務手当

・課長級： 8,000円
・班長級： 6,000円
・診療所長： 8,000円
・施設長： 8,000円

異
組織が異な
り比較でき
ない

66　千円 16,500　円

（注）職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は「支給実績（27年度決算）」と同じ年度の４月１日現在の総職員数（支給対象とならない職員を除く）である。

平成28年度　松野町の給与・定員管理等について

　⑷　特殊勤務手当（平成28年４月１日現在）
支給実績（平成27年度決算） 7,200　千円

支給職員１人当たり平均支給年額（平成27年度決算） 3,600,000　　円
職員全体に占める手当支給職員の割合（平成27年度） 2.4　％　

手当の種類（手当数） ２種類
手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価
技能手当 医師 放射線取扱 月額 　150,000円
研究手当 医師 病理生理学の研究事務 月額 　150,000円
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　　　　　　　　区  分
部  門　　　　　　　　

職     員     数
対前年増減数 主な増減理由

平成27年度 平成28年度

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議 会
総 務
税 務
民 生
衛 生
農 林 水 産
商 工
土 木

1
15
2
17
8
7
2
3

1
17
2
17
8
8
2
3

　　0
　　2
　　0
　　0
　　0
　　1
　　0
　　0

県への派遣・県からの派遣終了に伴う職員配置によるもの

全国源流サミットの当町開催に伴う業務増によるもの

小 計 55 58 　　3 （参考）人口１万人当たり職員数 137.31人
※類似団体の人口１万人当たりの職員数 161.49人

特
別
行
政

部　
　

門

教 育 7 7 　　0
小 計 7 7 　　0

小　　　計 62 65 　　3 （参考）人口１万人当たり職員数 153.88人
※類似団体の人口１万人当たりの職員数 185.87人

特
別
会
計

部　
　

門

病　　　院
水　　　道
そ　の　他

12
1
7

12
1
6

　　0
　　0
△　1 欠員不補充のため（業務兼務で対応）

小　　　計 20 19 △　1

合　　　　　計 82
［125］

84
［125］

　　2

６　職員数の状況
　⑴　部門別職員数の状況と主な増減理由 （平成28年４月１日現在）

（注）１　職員数は一般職に属する職員数です。
　　  ２　［　　］内は、条例定数の合計です。

　⑵　年齢別職員構成の状況（平成28年４月１日現在）

区 分 20歳
未満

20歳～
23歳

24歳～
27歳

28歳～
31歳

32歳～
35歳

36歳～
39歳

40歳～
43歳

44歳～
47歳

48歳～
51歳

52歳～
55歳

56歳～
59歳

60歳
以上 計

職員数 　　人
0

　　人
5

　　人
5

　　人
8

　　人
2

　　人
9

　　人
17

　　人
10

　　人
8

　　人
10

　　人
10

　　人
0

　　人
84

（注）教育長を除く。

人 人 人

　⑶　職員数の推移
年　度　

　部門別 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 過去５年の増減数/率

一 般 行 政 53 52 55 55 55 58  5 9.43%
教　　　 育 10 10 11 9 7 7 △ 3 △ 30.0%
普 通 会 計 63 62 66 64 62 65 　2 3.17%
特 別 会 計 計 19 19 19 20 20 19 　0 0.00％
総　 合　 計 82 81 85 84 82 84 2 2.44%

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

構成比

（注）各年における定員管理調査において報告した部門別職員数。

平成28年度　松野町の給与・定員管理等について
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Informationお し ら せ

入札日 工事（業務）名 工事（業務）概要 施行場所
（納入場所） 種　別 落札業者 落札金額 所管課

H28.10.21
松野町農林公社ビニールハウスＢ棟
改修工事

ハウス外張・内張・遮光カーテンの張替え　一式 吉 野 その他 日之出産業㈱ 1,749,600 森の国創生課

H28.10.21 ハウス用薪ボイラー購入事業 ハウス用薪ボイラー２台〔付属品・設置費含む〕 吉 野 物品購入 ㈱山崎農機 1,706,400 森の国創生課

H28.10.21
カラー高速印刷機賃貸借及び保守業
務委託

カラー高速印刷機一式（搬入・据付・配線・調整・保守） 松 丸 委　託
アカマツ㈱
宇和島営業所

101,304 総 務 課

H28.10.21 西の川地区農道整備工事
Ｌ＝141.4ｍ　Ｗ＝3.0ｍ　土工一式、法面工一式、石積工一式、水路
工一式、舗装工一式

目 黒 土　木 ㈲山口建設 5,518,800 森の国創生課

H28.10.21 本村橋橋梁補修工事 Ｌ＝17.45ｍ　Ｗ＝4.00ｍ　橋梁補修工一式 奥野川 土　木 金谷建設㈴ 7,732,800 建設環境課

H28.10.21 山惣橋橋梁補修工事 Ｌ＝12.10ｍ　Ｗ＝3.00ｍ　橋梁補修工一式 奥野川 土　木 藤岡建設 4,179,600 建設環境課

H28.10.21 上西之川橋橋梁補修工事 Ｌ＝13.95ｍ　Ｗ＝3.75 ～ 4.30ｍ　橋梁補修工一式 目 黒 土　木 下田建設㈲ 10,740,600 建設環境課

H28.10.21 町道葛川富岡線改良工事
Ｌ＝10.42ｍ　Ｗ＝3.0（4.0）ｍ　土工一式、ブロック積工一式、排
水工一式、法面保護工一式

吉 野 土　木 金谷建設㈴ 13,867,200 建設環境課

H28.10.21 町道上目黒浅辺線改良工事
Ｌ＝69.10ｍ　Ｗ＝4.0（5.0）ｍ　土工一式、ブロック積工一式、排
水工一式、防護柵工一式、付帯工一式、舗装工一式

目 黒 土　木 下田建設㈲ 12,636,000 建設環境課

H28.11.24 議場用マイクシステム購入事業
有線マイクユニット・有線LEDマイクロホン／各17台、コントロー
ルユニット／１台、ケーブル類・システム設計・設置一式

松 丸 物品購入 愛媛メディアシステム㈱ 2,743,200 議会事務局

H28.11.24 町道松丸上通り線舗装修繕工事 Ｌ＝75.00ｍ　Ｗ＝4.2ｍ　舗装工　Ａ＝315㎡ 松 丸 舗　装 宇和島道路舗装㈱ 1,512,000 建設環境課

H28.11.24 町道梁瀬線舗装修繕工事 Ｌ＝360.00ｍ　Ｗ＝4.9ｍ　舗装工　Ａ＝1,760㎡ 吉 野 舗　装 南予開発㈲ 8,640,000 建設環境課

H28.11.24 町道延野々吉野線舗装修繕工事 Ｌ＝480.00ｍ　Ｗ＝5.7ｍ　舗装工　Ａ＝2,740㎡ 吉 野 舗　装 宇和島道路舗装㈱ 12,960,000 建設環境課

H29.1.25 指定避難所用資機材購入事業
インバーター発電機１，バルーン投光器三脚スタンドタイプ１、折
りたたみリアカー２、ユニトイレ・ミニ４、ユニテントデラックス４、
防災機材倉庫１

松 丸 物品購入 喜多商事㈱ 993,600
総 務 課
（危機管理室）

H29.1.25 町指定ごみ袋購入事業

・材質：高密度ポリエチレン　・規格：厚さ0.03㎜　・大きさ：大：
100㎝×65㎝（45ℓ）、小：75㎝×45㎝（20ℓ）　・数量：可燃用（大：
155,000枚・小：110,000枚）、不燃用（大：25,000枚・小：25,000枚）、
ペットボトル用（大：25,000枚・小：25,000枚）、びん・かん用（大：
25,000枚・小：25,000枚）

松 丸 物品購入
村上産業㈱
宇和島支店

3,259,548 建設環境課

H29.1.25 奥野川消防車庫兼詰所新築工事 建築工事、設備工事等 奥野川 建　築 山本工務店 7,290,000
総 務 課
（危機管理室）

H29.1.25
目黒9－43集落・避難路保全斜面地震
対策工事

法覆コンクリ－トＬ＝26ｍ　石積工Ａ＝24㎡　２号Ｕ型水路Ｌ＝26ｍ
ストンガ－ドＬ＝26ｍ　仮設防護柵Ｌ＝26ｍ

目 黒 土　木 中山産業㈱ 13,505,400 建設環境課

H29.1.25
上組集落・避難路保全斜面地震対策
工事

法覆コンクリ－トＬ＝17ｍ　石積工Ａ＝42㎡　２号Ｕ型水路Ｌ＝17ｍ
ストンガ－ドＬ＝16ｍ　仮設防護柵Ｌ＝18ｍ

奥野川 土　木 ㈲吉本庭園 10,238,400 建設環境課

平成28年₁₀月～平成29年３月までの入札結果の概要
単位：円

※平成28年12月、平成29年２月・３月は入札案件なし
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所管課 工事の名称 工事実施場所 工事期間 工事
種別 工事の概要 入札及び

契約の方法

入札を行う時期
備考第１四半期

（４月～６月）
第２四半期
（７月～９月）

第３四半期
（10月～12月）

第４四半期
（１月～３月）

教　 育　 課
史跡河後森城跡馬屋屋根改
修工事

富　岡 約２か月 建築 復元建物の屋根改修一式 指名競争入札 ○

総　 務　 課
松丸駅前広場駐車場拡張工
事

松　丸 約３か月 舗装 舗装工一式 指名競争入札 ○

ふるさと創生課
虹の森公園円形水槽海水温
調ユニット改修工事

延野々 約２か月 その他 海水冷却設備工事一式　外 指名競争入札 ○

建設環境課 町道葛川富岡線改良工事 吉　野 約６か月 土木
Ｌ＝50ｍ、Ｗ＝3.0（4.0）ｍ
土工一式　外

指名競争入札 ○

建設環境課 町道上目黒浅辺線改良工事 目　黒 約６か月 土木
Ｌ＝50ｍ、Ｗ＝4.0（5.0）ｍ
土工一式　外

指名競争入札 ○

建設環境課 町道延行線改良工事 蕨　生 約６か月 土木
Ｌ＝50ｍ、Ｗ＝3.0（4.0）ｍ
土工一式　外

指名競争入札 ○

建設環境課 舗装修繕工事 吉　野 約６か月 土木 舗装修繕一式 指名競争入札 ○

建設環境課 上組がけ崩れ防災対策工事 奥野川 約４か月 土木
法覆コンクリート　Ｌ＝14.0ｍ、
排水工一式　外

指名競争入札 ○

建設環境課
蕨生2－17－Aがけ崩れ防災
対策工事

蕨　生 約４か月 土木
法覆コンクリート　Ｌ＝16.0ｍ、
排水工一式　外

指名競争入札 ○

建設環境課
奥野川1－31集落・避難路
保全斜面地震対策工事

奥野川 約４か月 土木
法覆コンクリート　Ｌ＝11.0ｍ、
排水工一式　外

指名競争入札 ○

建設環境課
富岡7－26集落・避難路保
全斜面地震対策工事

富　岡 約４か月 土木
法覆コンクリート　Ｌ＝16.0ｍ、
排水工一式　外

指名競争入札 ○

建設環境課
富岡7－25集落・避難路保
全斜面地震対策工事

富　岡 約４か月 土木
法覆コンクリート　Ｌ＝20.0ｍ、
排水工一式　外

指名競争入札 ○

建設環境課
奥野川1－19集落・避難路保
全斜面地震対策工事

奥野川 約４か月 土木
法覆コンクリート　Ｌ＝15.0ｍ、
排水工一式　外

指名競争入札 ○

建設環境課 定住促進住宅建設工事 松　丸 約６か月 建築
建築工事一式、電気設備工事一
式、機械設備工事一式、外構工
事一式　外

指名競争入札 ○

町 民 課
松野町隣保館駐車場舗装工
事

豊　岡 約２か月 舗装 舗装工一式 指名競争入札 ○

町 民 課
森の国ふれあいセンター駐
車場舗装工事

松　丸 約３か月 舗装 舗装工一式 指名競争入札 ○

建設環境課 橋梁修繕工事 豊岡外 約６か月 土木 橋梁修繕一式 指名競争入札 ○

平成29年度公共工事の発注の見通しについて
　公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律（平成12年法律第127号）第７条及び同法施行令（平成13年政令第34号）
第５条の規定に基づき、松野町において発注することが見込まれる工事について、工事の名称、概要、入札を行う時期などの公
共工事の発注見通しに関する事項を公表します。
　この公表における公共工事は、250万円を超えると見込まれるものが対象です。
＊ ここに公表する内容は、公表時点での予定であるため、実際に発注する工事が公表内容と異なる場合、またはここに公表され
ていない工事が発注される場合があります。

平成29年４月１日現在
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Informationお し ら せ
農業委員会だより（５月号）

　

農
地
を
取
得
す
る
場
合
に
は
、
農
地
法
第
３
条
の

規
定
に
よ
り
農
業
委
員
会
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
投
機
目
的
等
の
望
ま
し
く
な

い
農
地
の
権
利
移
動
を
規
制
し
、
農
地
の
保
全
と
農

業
振
興
を
図
る
た
め
で
す
。
そ
の
た
め
、
許
可
を
得

て
い
な
い
売
買
は
効
力
が
生
じ
な
い
と
さ
れ
て
お

り
、
対
価
を
支
払
っ
た
と
し
て
も
、
所
有
権
の
移
転

が
出
来
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
、
契
約
を
締
結
す
る

際
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

許
可
を
得
る
た
め
に
は
、
農
地
法
第
３
条
第
２
項

に
定
め
ら
れ
た
７
つ
の
不
許
可
要
件
全
て
に
該
当
し

な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
世
帯
員
等
に
農
業
に
常

時
従
事
す
る
人
が
い
な
い
場
合
や
農
地
の
取
得
後
に

お
い
て
耕
作
権
を
有
す
る
全
て
の
農
地
を
効
率
的
に

耕
作
す
る
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
等
は
許
可
を
す
る

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
あ
る
程
度
の
経
営
面
積
が
な
い
と
生
産
性

の
確
保
が
難
し
く
、
安
定
し
た
農
業
経
営
が
継
続
し

に
く
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
農
地
の
所
有
権

等
を
取
得
し
た
後
の
経
営
面
積
が
、
下
限
面
積
を
超

え
な
い
場
合
は
許
可
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

現
在
の
松
野
町
で
は
、
そ
の
下
限
面
積
を
町
内
全
域

30
ア
ー
ル
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

農
業
委
員
会
事
務
局　

☎
42
・
１
１
１
４

農
地
の
所
有
権
の
取
得
に
つ
い
て

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

１　

行
政
相
談

【
日　
　

時
】
５
月
10
日
㈬
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室

【
内　
　

容
】
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相
談
者
】
山
﨑
ル
リ
子
（
行
政
相
談
委
員
）

２　

心
配
ご
と
相
談

【
日　
　

時
】
５
月
10
日
㈬
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
心
配
ご
と
相
談

【
相
談
者
】
民
生
児
童
委
員

３　

人
権
相
談

【
日　
　

時
】
５
月
10
日
㈬
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
人
権
相
談

【
相
談
者
】
人
権
擁
護
委
員

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

総
務
大
臣
が
行
政
相
談
委
員
を
委
嘱

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　

憲
法
週
間（
５
月
１
日
〜
５
月
７
日
）の
行
事
の
一
環
と
し
て
、

無
料
法
律
相
談
所
が
、愛
媛
弁
護
士
会
主
催
、松
山
地
方
裁
判
所
・

松
山
家
庭
裁
判
所
の
後
援
に
よ
り
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
日　
　

時
】
５
月
10
日
㈬
10
時
〜
15
時

　
　
　
　
　
　
（ 

12
時
〜
13
時
ま
で
の
間
は
、
相
談
は
お
受
け

で
き
ま
せ
ん
。）

【
受
付
時
間
】
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
14
時
30
分

【
場　
　

所
】 

松
山
地
方
裁
判
所
宇
和
島
支
部
構
内
（
宇
和
島

市
鶴
島
町
８
番
16
号
）

【
参
加
方
法
】 

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
先
着

順
に
受
付
を
行
い
ま
す
。

【
相
談
者
】
愛
媛
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士

【
相
談
内
容
】 

金
銭
関
係
、
不
動
産
関
係
、
家
庭
関
係
な
ど
の

悩
み
事
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
（ 

費
用
は
、
無
料
。
秘
密
厳
守
で
す
の
で
、
何
で

も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

【
相
談
時
間
】
30
分
以
内

【
そ
の
他
】 

当
日
は
、
駐
車
場
が
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
お

車
で
の
お
越
し
は
な
る
べ
く
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

平
成
29
年
４
月
１
日
付
け
で
、
山
﨑
ル
リ
子
さ
ん
が
総
務

大
臣
か
ら
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
行
政
に
関
す
る
苦

情
や
意
見
・
要
望
を
お
聞
き
し
、
皆
さ
ん
と
役
所
な
ど
の
間

に
立
ち
、
公
正
・
中
立
的
立
場
で
相
談
に
の
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

平
成
29
年
４
月
１
日
付
け
で
、
法
務
大
臣
か
ら
関
本
留
美

子
さ
ん
が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
に
基
づ
き
委
嘱
さ

れ
た
、
あ
な
た
の
街
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。

　

暮
ら
し
の
中
で
の
悩
み
や
心
配
事
、
困
り
事
の
あ
る
方
は
、

是
非
、
お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
す
る
方
は
、
お
近
く
の
法
務
局
又
は
町
民
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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狂
犬
病
予
防
注
射
の
お
知
ら
せ

県
庁
本
館
で
結
婚
式
を
挙
げ
ま
せ
ん
か
？

　

平
成
29
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
集
合
注
射
の
日
程
は
、

次
の
２
日
間
で
す
。

　

町
内
各
地
を
巡
回
し
ま
す
が
、
詳
し
い
場
所
・
時
間
等
に

つ
い
て
は
、
別
途
回
覧
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、

登
録
犬
の
飼
い
主
の
方
に
は
ハ
ガ
キ
を
お
送
り
し
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
日
程
・
巡
回
地
区
】

５
月
15
日
㈪　

吉
野
・
奥
野
川
・
蕨
生
・
松
丸
・
豊
岡
前

５
月
16
日
㈫　

 

富
岡
・
上
家
地
・
目
黒
・
延
野
々
・
豊
岡
後
・

松
野
町
役
場

※
当
日
は
、
費
用
（
釣
銭
の
い
ら
な
い
よ
う
に
）、
案
内
ハ
ガ

キ
（
登
録
犬
の
み
）、
糞
用
の
袋
等
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
願
い
】

　

生
後
90
日
を
越
え
た
犬
は
、
登
録
と
年
１
回
の
予
防
注
射
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
登
録
は
、
１
回
限
り
で
す
。
登

録
し
た
犬
の
所
在
地
や
所
有
者
が
変
わ
っ
た
場
合
又
は
犬
が

死
亡
し
た
場
合
は
、届
出
を
し
て
鑑
札
を
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

【
届
出
・
問
い
合
わ
せ
先
】　

建
設
環
境
課　

☎
42
・
１
１
１
５

　

県
で
は
、
県
庁
本
館
竣
工
88
年
の
米
寿
を
記
念
し
て
、
本

館
内
で
結
婚
式
を
挙
げ
る
カ
ッ
プ
ル
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
挙
式
日
】　　

11
月
19
日
㈰

【
募
集
人
数
】　

１
組
程
度

【
実
施
方
法
】　 

河
原
パ
テ
ィ
シ
エ
・
医
療
・
観
光
専
門
学
校

の
学
生
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
よ
る
結
婚
式
を
県

庁
本
館
内
で
実
施

【
費　
　

用
】　 

会
場
使
用
料
無
料
（
挙
式
に
要
す
る
実
費
は

自
己
負
担
）

【
募
集
締
切
】　

５
月
31
日
㈬

【
問
い
合
わ
せ
先
】
県
広
報
広
聴
課

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
２
４
３

℻
０
８
９
・
９
１
２
・
２
２
４
８

※
詳
し
く
は
、
県
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
の
納
期
内
納
付
に
つ
い
て

県
職
員
募
集
に
つ
い
て

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
、
５
月
31
日
㈬
で
す
。

　

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
そ
の
年
度
分

が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
納
め
る
税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金

も
併
せ
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
お
近
く
の
金
融
機
関
又
は
地
方
局
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
県
の
自
動
車
税
は
、
納
期
限
内
で
あ
れ
ば
コ
ン
ビ

ニ
で
の
支
払
い
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
の
人
を
対
象
と
し
た
減
免
制
度
（
申
請

期
間
：
４
月
３
日
〜
５
月
24
日
）
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
、
南
予
地
方
局
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
南
予
地
方
局
税
務
課

☎
22
・
５
２
１
１
（
代
表
）

　
　
　
　
　
　

 　

 

自
動
車
税
（
減
免
制
度
）（
内
線
）
２
２
８
・

２
２
９
事
業
税
・
自
動
車
税
係

　
　
　
　
　
　

 　

 

納
税
相
談
（
内
線
）
２
２
２
・
２
２
３
納

税
グ
ル
ー
プ

　

県
職
員
採
用
候
補
者
（
上
級
）
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

　

ま
た
、
民
間
企
業
等
で
の
職
務
経
験
者
を
対
象
と
し
た
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

　

受
験
資
格
、
申
込
方
法
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
職
員
採

用
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
各
試
験
案
内
は
５
月
12
日
㈮
か
ら
県
職
員
採
用
情

報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
第
１
次
試
験
】 

上
級
６
月
25
日
㈰
松
山
・
東
京
・
大
阪
の
い

ず
れ
か
で
受
験
可
能

【
問
い
合
わ
せ
先
】
県
人
事
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
８
２
６

【
Ｈ
Ｐ
】http://w

w
w
.pref.ehim

e.jp/em
ploym

ent/

﹁
愛え

顔が
お
﹂
あ
ふ
れ
る
感
動
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
・﹁
愛え

顔が
お
﹂
の
写
真
募
集

　

県
で
は
、
７
月
31
日
㈪
ま
で
の
間
、
愛
顔
あ
ふ
れ
る
感
動

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
及
び
愛
顔
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
愛

と
笑
顔
が
結
ば
れ
て
生
ま
れ
た
「
愛え

顔が
お

」。
た
く
さ
ん
の
募
集

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

１　

エ
ピ
ソ
ー
ド
部
門

・
自
身
の
体
験
に
基
づ
く
内
容
で
あ
れ
ば
ジ
ャ
ン
ル
は
不
問

【
募
集
部
門
】
一
般
、
高
校
生
以
下
の
２
部
門

【
応
募
規
定
】 

日
本
語
で
８
０
０
字
以
内（
原
稿
用
紙
２
枚
以
内
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】
県
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
９
７
２

２　

写
真
部
門

・
ジ
ャ
ン
ル
は
不
問
（
投
稿
者
本
人
が
撮
っ
た
も
の
に
限
る
。）

【
募
集
部
門
】
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
、
一
般
の
４
部
門

【
応
募
規
定
】 

専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
応
募
又
は
メ
ー
ル
・
郵
送

も
可
（
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
デ
ー
タ
で
提
出
、
紙
媒
体
は
不
可
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】（
学
）
河
原
学
園
学
園
本
部

☎
０
８
９
・
９
４
３
・
５
３
３
３

※
詳
細
は
、「
愛
顔
感
動
も
の
が
た
り
」
で
検
索
。
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Informationお し ら せ

　町では、平成29年４月から慢性的な疾病等により、医療機関へ定期的かつ長期的に通院されている方を対象に、
通院交通費の一部を助成します。

【対象者】
⑴松野町に住所のある方
⑵ 人工透析治療等のため医療機関に週２回以上通院されている方
⑶次のア及びイの両方を満たす方
　ア　 松野町重度心身障害者医療費受給者証をお持ちの方
　イ　慢性的疾病等の受給者証等をお持ちの方
　（ 特定疾病療養受療証、自立支援医療受給者証、特定医療費（指定難病）受給者証、特定疾患医療受給者証）
⑷自家用車等で通院している方
※ただし、受診医療機関の送迎を利用されている場合を除く。

【申請時期】

※申請時期に町から該当すると思われる方に申請書を送付します。
【問い合わせ先】保健福祉課障がい福祉係　☎42－0708

松野町人工透析患者等通院交通費助成事業の開始について

区　　分 申請時期
前期（4月～ 9月まで） 9月から申請開始
後期（10月～ 3月まで） 3月から申請開始

平成29年度の健康診査・がん検診の日程が決まりました！
　平成29年度の健康診査・がん検診の日程は、表のとおりとなっています。
　自分の健康状態を把握するためにも、年に１度は健康診査・がん検診を受診しましょう。

子宮頸がん検診
日　程 場　　　所
５月23日㈫ 松野町保健センター （午後）
　　24日㈬ 目黒基幹集落センター （午前）
　　24日㈬ 吉野生交流促進センター （午後）
　　25日㈭ 松野町保健センター （午後）
10月11日㈬ 松野町保健センター （午後）

肺がんＣＴ検診
日　程 場　　　所
11月13日㈪ 吉野生交流促進センター
　　15日㈬ 目黒基幹集落センター （午前）
　　15日㈬ 松野町保健センター （午後）
　　20日㈪ 松野町保健センター

乳がんマンモ検診
日　程 場　　　所
５月29日㈪ 目黒基幹集落センター （午前）
　　29日㈪ 松野町保健センター （午後）
６月２日㈮ 吉野生交流促進センター
　　６日㈫ 松野町保健センター
７月25日㈫ 松野町保健センター「骨量測定あり」

11月３日㈮ 松野町保健センター （午前）
（休日健診と同日実施）

健康診査日程

日　程 場　　　所
６月１日㈭ 松野町コミュニティセンター
19日㈪ 森の国ふれあいセンター

７月３日㈪ 豊岡前公民館
　　４日㈫ 松野町隣保館
８月３日㈭ 松野南小学校　　４日㈮
９月５日㈫ 奥野川住民センター
　　６日㈬ 蕨生集会所
10月４日㈬ 富岡公民館

　　15日㈰ 松野町保健センター（日曜健診）
【上家地地区】

　　16日㈪ 延野々集会所
　　24日㈫ 吉野生交流促進センター　　25日㈬
11月３日㈮ 松野町保健センター（休日健診）

（健康診査・胃がん・大腸がん・前立腺がん・胸部検診）

保健師担当地区について
担当地区 保健師

松丸・延野々・豊岡後 沖野　健治
豊岡前 金谷　里沙

富岡・上家地・目黒・吉野・蕨生・奥野川 瀧本　由紀

★ 　2₉年度から、上家地集会所で実施していた地区健診は「日曜健
診」に集約させていただきます。ご了承ください。

　今年度から、２月に実施しました健康診査・がん検診受
診希望調査で申込みをされた方に問診票等を送付いたしま
す。調査時には受診を希望されなかった方で、健診・がん
検診受診を希望される方は、保健センターまで連絡をいた
だきましたら問診票等を送付いたします。
　なお、大腸がんについては「健診当日の回収」となりま
すので、事前申込みが必要です。

　今年度の保健師担当地区は、表のとおりです。
　地区担当が中心となりますが、全体で対応させてい
ただきますので、健康に関することなど何か相談があ
りましたら、お気軽に声をかけてください。
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年金が、本当に「カット」されるのか？ どんな改革なのか？年金の将来が、どのように安定していくのか？
などについて、数回に分けてお知らせしています。今回が最後のお知らせです。

私たちの年金はどうなるの？

年金請求等の手続きについてのお問い合わせは、「ねんきんダイヤル」まで

月曜日（月曜が休日の場合は、休日明けの初日）／８時₃₀分～₁₉時
火～金曜日／８時₃₀分～₁₇時₁₅分 第２土曜日／９時₃₀分～₁₆時
◎土曜・日曜・祝日（第２土曜を除く）、
　₁2月2₉日から１月３日はご利用いただけません。

☎0570－05－1165 050で始まる電話でおかけになる場合は☎03－6700－1165

検索年金相談

年金改革法が成立しました（平成28年₁2月）

 文書やFAXでの年金相談も可能です。詳しくは

　第１回（３月号）では【「年金の仕組み」をもう一度】、【私たちの年金はどうなるの？　①年金をすでに受け取っ
ている方（年金受給者）】について、第２回目（４月号）では【私たちの年金はどうなるの？　②もうじき、年金を
受給される方】、【③現役で働いている方】について掲載しました。

④　₆0歳未満で職に就いていない方

Ｑ．₆0歳より前に無職になった場合、年金への加入が必要ですか。

Ａ�．20歳以上60歳未満の方は、国民年金に加入する必要があります。年金の受給には、保険料を納付した機関等が10年
以上※５必要です。（老齢年金の場合）

　※５　平成29年８月、必要な期間が「25年」から短縮されます。保険料の免除や猶予をした期間を含みます。

Ｑ．専業主婦�・�主夫で保険料を払っていませんが、大丈夫でしょうか。

Ａ�．厚生年金の加入者の配偶者で、加入者に扶養されている方については、個人での負担は不要です。厚生年金の制度全体
で保険料を負担しているからです。

Ｑ．年金記録の確認について教えてください。

Ａ．基礎年金番号に結びついていない持ち主不明の年金記録が約２千万件あります。
　 　特に、転職が多い方、姓が変わったことがある方、いろいろな読み方があるお名前の方などは、年金記録をご確認くだ
さい。ねんきん定期便やねんきんネット又はお近くの年金事務所で確認ができます。

⑤　将来の年金を増やしたい方

Ｑ．「パートで働いても厚生年金に入って年金を増やせる」と聞きましたが。

Ａ．現在、パート労働者で国民年金に加入している方は、厚生年金に加入すると将来の年金受け取り額が増加します。
　 　週20時間以上勤務で、月額賃金が8.8万円以上の場合、厚生年金に加入できることとなりました（大企業は平成28年10
月から、中小企業等は平成29年４月から※６）。

　※6 500人以下の中小企業では、厚生年金に加入することについて労使合意が必要となります。

Ｑ．もうすぐ₆5歳になりますが、年金を増やすことはできますか。

Ａ�．65歳以降に受給開始を繰り下げることで年金が増加します。たとえば、受給を70歳まで待った場合には、65歳で受給す
るときよりも年金額が約４割増えます。�

Ｑ．公的年金に上乗せしてもらえる年金があると聞いたのですが。

Ａ�．iDeCo（イデコ。個人型確定拠出年金）や国民年金基金等に加入すれば年金額を増やせます。特にiDeCoは、60歳未満
なら基本的に誰でも加入できるようになりました（平成29年１月～）。なお、掛け金などについて所得税の優遇も受けら
れます。�

 
 最�終�回

イデコダイヤル　0570－086－105
月～金曜日／10：00～20：00

土曜・日曜・祝日／10：00～16：00

国民年金基金 : 0120－65－4192
月～金曜日／10：00～20：00

◎ 土曜・日曜・祝日、12月29日から
1月3日はご利用いただけません。
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〒
７
９
８｜

２
１
９
２ 

愛
媛
県
北
宇
和
郡
松
野
町
大
字
松
丸
３
４
３

☎
０
８
９
５
・
42
・
１
１
１
１

発　

行
／
松
野
町
役
場　
　

編　

集
／
総
務
課

５月の森の国行事予定表

日 曜
日 予　　定

１ 月

２ 火

３ 水 憲法記念日 当 市立宇和島病院 外科☎25-1111当 市立宇和島病院 内科☎25-1111
当 市立宇和島病院 小児科☎25-1111当市立津島病院☎32-2011

４ 木 みどりの日 当 JCHO宇和島病院 外科☎22-5616当 JCHO宇和島病院 内科☎22-5616
当 やくしとこどもｸﾘﾆｯｸ☎24-1386当町立北宇和病院☎45-3400

５ 金 こどもの日 当加藤整形外科☎22-7111当 清家消化器内科クリニック☎22-2266
当 上田小児科･外科☎25-0100当 松野町国保中央診療所☎42-0707

６ 土

７ 日 滑床自然観察登山 当二宮整形外科☎25-8600当山本内科医院☎22-5100
当こおり小児科☎24-5633当市立吉田病院☎52-0611

８ 月

９ 火

10 水 行政相談日／町民センター（10：00 ～ 12：00）
心配ごと・人権相談日／町民センター（10：00 ～ 12：00）

11 木

12 金

13 土

14 日 「目黒山形関係資料」重要文化財指定
10周年記念講演会／目黒基幹集落センター

当小川クリニック☎23-3599当楠 崎 内 科☎24-2211
当こばやし小児科☎23-1150当溜尾整形外科☎52-3133

15 月 狂犬病予防注射（吉野・奥野川・蕨生・松丸・豊岡前）

16 火 狂犬病予防注射（富岡・上家地・目黒・延野々・豊岡後・松野町役場）

17 水 粗大ごみ収集日／奥野川住民センター（9：30 ～ 11：00）

18 木

19 金

20 土

21 日 当 上甲外科クリニック☎25-5811当 中山内科胃腸科☎22-0707
当山下小児科☎23-0055当あ べ 医 院☎32-2616

22 月

23 火 子宮頸がん検診／松野町保健センター【午後】

24 水 子宮頸がん検診／目黒基幹集落センター【午前】／吉野生交流促進センター【午後】
粗大ごみ収集日／谷口組集会所（9：30 ～ 11：00）

25 木 子宮頸がん検診／松野町保健センター【午後】

26 金

27 土 蛍の畦道ライトアップ／松野南小学校周辺

28 日 当植木整形外科☎22-0022当 石川循環器科内科☎20-0320
当こおり小児科☎24-5633当 いしむら整形外科☎20-6635

29 月 乳がんマンモ検診／目黒基幹集落センター【午前】
　　　　　　　　／松野町保健センター　【午後】

30 火

31 水 粗大ごみ収集日／吉野生公民館（9：30 ～ 11：00）

可　燃　物

月 町内全域

火

水 町内全域

木

金 町内全域

不　燃　物

月

火 豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒 ･上家地

水

木 松丸・吉野・蕨生・奥野川

金

古　紙　類

月

火

水 豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

木

金 松丸・吉野・蕨生・奥野川

※葛川地区は第１金曜日
　上家地地区は第１水曜日

※葛川地区は第１・第３木曜日
　上家地地区は第１・第３火曜日

※葛川地区は毎週水曜日
　上家地地区は毎週月・金曜日

ごみ収集日程表

混ぜればゴミ！
　　　分ければ資源！
ゴミの減量化に
　　ご協力ください！

U
R
L :http

://w
w
w
.tow

n.m
atsuno.ehim

e.jp/
E
-m
ail:m

-soum
u@
tow
n.m
atsuno.ehim

e.jp

※ 休日当番医は、変更になることがありますので、新聞や電話等で確認し、 
事前に症状を説明し受診しましょう。
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